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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャリア通信システム内におけるリソースグラントによって配分されるアップリ
ンクリソースおよびダウンリンクリソースのうちの少なくとも１つを識別するために、ユ
ーザエージェント（ＵＡ）において、制御チャネルを処理するための方法であって、リソ
ースグラントは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）サブセット候補によって指定され、データ
伝送および受信のために使用されるキャリアは、構成キャリアであり、
　前記方法は、
　前記構成キャリアの中から、アクティブキャリアおよび非アクティブ化キャリアを指定
するアクティブ化信号を受信するステップと、
　アクティブキャリアに対して、
　　（ｉ）デコードするためのＣＣＥサブセット候補の数を識別するステップと、
　　（ｉｉ）前記リソースグラントを識別する試みにおいて、前記識別された数に至るま
での数のＣＣＥサブセット候補をデコードするステップと、
　非アクティブ化キャリアに対して、前記非アクティブ化キャリアと関連付けられたＣＣ
Ｅサブセット候補を無視するステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記アクティブ化信号は、アップリンクキャリアが、アクティブであることと、対応す
る対合されたダウンリンクキャリアが、非アクティブ化されていることとを示し、ＣＣＥ
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サブセット候補を識別するステップは、デコードするためのアクティブアップリンクキャ
リアに対して、データ制御情報（ＤＣＩ）０形式と関連付けられた候補のみ識別するステ
ップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　請求項１～２のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するように構成されたユーザ機
器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（優先権主張）
　本願は、２０１０年４月３０日に出願された、米国仮出願第６１／３３０，１５７号に
対する優先権を主張し、該米国仮出願の全内容は、参照により本明細書中に援用される。
【０００２】
　（背景）
　本開示は、概して、モバイル通信システムにおけるデータ伝送に関し、より具体的には
、キャリアアグリゲーションに対して、制御チャネルを共有するための方法に関する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書で使用されるように、用語「ユーザエージェント」（ＵＡ）は、携帯電話、携
帯情報端末、ハンドヘルドまたはラップトップコンピュータ、および電気通信能力を有す
る、類似デバイスまたは他のユーザ機器（「ＵＥ」）等の無線デバイスを指すことができ
る。いくつかの構成では、ＵＡは、モバイル無線デバイスを指してもよい。用語「ＵＡ」
はまた、デスクトップコンピュータ、セットトップボックス、またはネットワークノード
等、概して、可搬性ではないが、類似能力を有する、デバイスを指してもよい。
【０００４】
　従来の無線電気通信システムでは、基地局内の伝送機器が、セルとして知られる地理的
領域を通して、信号を伝送する。技術が進化するのに伴って、より高度な機器が、導入さ
れ、以前は不可能であったサービスを提供することができるようになっている。本高度な
機器として、例えば、従来の無線電気通信システム内の対応する機器と比較して、非常に
進化した進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ノードＢ
（ｅＮＢ）を含む場合がある。そのような高度なまたは次世代機器は、本明細書では、ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ）機器と称され、そのような機器を使用する、パケ
ットベースのネットワークは、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）と称され得る。ＬＴＥ
システム／機器に対する付加的改良は、最終的に、ＬＴＥアドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）シ
ステムをもたらすであろう。本明細書で使用されるように、用語「アクセスデバイス」は
、ＵＡに、電気通信システム内の他の構成要素へのアクセスを提供することができる、従
来の基地局あるいはＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａアクセスデバイス（ｅＮＢを含む）等の任意
の構成要素を指すであろう。
【０００５】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ等のモバイル通信システムでは、アクセスデバイスは、無線アクセスを
１つ以上のＵＡに提供する。アクセスデバイスは、ダウンリンクトラフィックデータパケ
ット伝送を動的にスケジューリングし、アクセスデバイスと通信するすべてのＵＡ間にア
ップリンクトラフィックデータパケット伝送リソースを配分するためのパケットスケジュ
ーラを備える。スケジューラの機能は、とりわけ、ＵＡ間の利用可能な無線インターフェ
ース能力を分割し、各ＵＡのパケットデータ伝送に対して、使用されるべきトランスポー
トチャネルを決定し、パケット配分およびシステム負荷を監視することを含む。スケジュ
ーラは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）および物理アップリンク共有チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ）データ伝送のためのリソースを動的に配分し、スケジューリングチャ
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ネルを通して、スケジューリング情報をＵＡに送信する。
【０００６】
　とりわけ、アップリンクリソースを指定するためのＤＣＩ形式０、ダウンリンクリソー
スを指定するためのＤＣＩ形式１、１Ａ、ＩＢ、１Ｃ、ＩＤ、２、および２Ａ、ならびに
電力制御情報を指定するためのＤＣＩ形式３および３Ａを含む、いくつかの異なるデータ
制御情報（ＤＣＩ）メッセージ形式が、リソース割当をＵＡに通信するために使用される
。アップリンク指定ＤＣＩ形式０は、いくつかのＤＣＩフィールドを含み、該フィールド
は、それぞれ、配分されたアップリンクリソースの異なる側面を指定するための情報を含
む。例示的ＤＣＩ形式０ＤＣＩフィールドは、伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールド、復調
基準信号のためのサイクリックシフト（ＤＭ－ＲＳ）フィールド、変調および符号化方式
（ＭＣＳ）および冗長バージョンフィールド、新規データインジケータ（ＮＤＩ）フィー
ルド、リソースブロック割当フィールド、ならびにホッピングフラグフィールドを含む。
ＤＣＩ形式１、１Ａ、２、および２Ａを指定するダウンリンクはそれぞれ、配分されたダ
ウンリンクリソースの異なる側面を指定するための情報を含む、いくつかのＤＣＩフィー
ルドを含む。例示的ＤＣＩ形式１、１Ａ、２、および２Ａ　ＤＣＩフィールドは、ハイブ
リッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス数フィールド、ＭＣＳフィールド、新規データ
インジケータ（ＮＤＩ）フィールド、リソースブロック割当フィールド、および冗長バー
ジョンフィールドを含む。ＤＣＩ形式０、１、２、１Ａ、および２Ａはそれぞれ、配分さ
れたリソースを指定するための付加的フィールドを含む。他のダウンリンク形式１Ｂ、１
Ｃ、および１Ｄは、類似情報を含む。アクセスデバイスは、ＵＡおよびアクセスデバイス
能力、ＵＡが伝送する必要があるデータの量、通信（チャネル）条件、使用されるべき伝
送モード、セル内の通信トラフィックの量等を含む、いくつかの要因の関数として、リソ
ースをＵＡに配分するために、ダウンリンクＤＣＩ形式のうちの１つを選択する。
【０００７】
　ＤＣＩメッセージは、明示的とは対照的に、暗黙的にそれと関連付けることができるよ
うに、サブフレームと同期され、これは、制御オーバーヘッド要件を低減させる。例えば
、ＬＴＥ周波数分割複信（ＦＤＤ）システムでは、アップリンクリソースのためのＤＣＩ
メッセージは、例えば、ＤＣＩメッセージが、最初に受信される時、ＵＡが、その最初の
時から４ミリ秒後に、その中に示されるリソースグラントを使用して、サブフレーム内の
データパケットを伝送するようにプログラムされるように、４ミリ秒後に、アップリンク
サブフレームと関連付けられる。同様に、ダウンリンクリソースのためのＤＣＩメッセー
ジは、同時に伝送されるダウンリンクサブフレームと関連付けられる。例えば、ＤＣＩメ
ッセージが、最初に受信される時、ＵＡは、その中に示されるリソースグラントを使用し
て、同時に受信したトラフィックデータサブフレーム内のデータパケットをデコードする
ようにプログラムされる。
【０００８】
　動作の間、ＬＴＥネットワークは、共有物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
を使用して、ＤＣＩメッセージをＵＡ間に分配させる。各ＵＡに対するＤＣＩメッセージ
ならびに他の共有制御情報は、別個にエンコードされる。ＬＴＥでは、ＰＤＣＣＨは、Ｐ
ＤＣＣＨ領域と呼ぶことができる、システム帯域幅全体にわたって、最初のいくつかの直
交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル内で伝送される。ＰＤＣＣＨ領域は、ＤＣＩメ
ッセージをアクセスデバイスからＵＡに伝送するために使用される、複数の制御チャネル
要素（ＣＣＥ）を含む。アクセスデバイスは、ＤＣＩメッセージをＵＡに伝送するために
使用されるべき１つのＣＣＥまたはＣＣＥのアグリゲーションを選択する。すなわち、メ
ッセージを伝送するために選択されるＣＣＥサブセットは、少なくとも部分的に、アクセ
スデバイスとＵＡとの間で認識された通信条件に依存する。例えば、高品質通信リンクが
、アクセスデバイスとＵＡとの間に存在することが既知である場合、アクセスデバイスは
、ＣＣＥの単一の１つを介して、データをＵＡに伝送してもよく、リンクが、低品質であ
る場合、アクセスデバイスは、２つ、４つ、またはさらに８つのＣＣＥのサブセットを介
して、データをＵＡに伝送してもよく、付加的ＣＣＥは、関連付けられたＤＣＩメッセー
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ジのよりロバストな伝送を促進する。アクセスデバイスは、多くの他の基準に基づいて、
ＤＣＩメッセージ伝送のためのＣＣＥサブセットを選択してもよい。
【０００９】
　ＵＡは、どのＣＣＥサブセットまたはサブセットが、アクセスデバイスによって、ＤＣ
ＩメッセージをＵＡに伝送するために使用されるかを正確に把握していないため、既存の
ＬＴＥネットワークでは、ＵＡは、ＤＣＩメッセージを検索する時、多くの異なるＣＣＥ
サブセット候補をデコードしようとするようにプログラムされる。例えば、ＵＡは、ＤＣ
Ｉメッセージに対する複数の単一のＣＣＥならびに複数の２つのＣＣＥサブセット、４つ
のＣＣＥサブセット、および８つのＣＣＥサブセットを検索し、ＤＣＩメッセージを特定
するようにプログラムされてもよい。検索される必要がある可能なＣＣＥサブセットを減
少させるために、アクセスデバイスおよびＵＡは、ＵＡが、どのＣＣＥサブセットを検索
すべきかを把握するよう、各アクセスデバイスが、特異的ＣＣＥサブセットのみ使用して
、ＤＣＩメッセージを特異的データトラフィックサブフレームに対応する特異的ＵＡを伝
送するように、プログラムされてもよい。例えば、現在のＬＴＥネットワークでは、各デ
ータトラフィックサブフレームに対して、ＵＡは、ＤＣＩメッセージのための６つの単一
ＣＣＥ、６つの２－ＣＣＥサブセット、２つの４－ＣＣＥサブセット、および２つの８－
ＣＣＥサブセットの合計１６のＣＣＥサブセットを検索する。１６のＣＣＥサブセットは
、ＵＡ１０に割り当てられる特異的無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）の関数であ
って、サブフレーム毎に変動する。所与のＵＡに特異的である本検索空間は、以下、「Ｕ
Ａ特異的検索空間」と称される。
【００１０】
　多くの場合、望ましい短時間において、アクセスデバイスが、大量のデータをＵＡに伝
送する、またはＵＡが、大量のデータをアクセスデバイスに伝送することが望ましい。例
えば、一連の写真は、短時間にわたって、アクセスデバイスに伝送される必要があっても
よい。別の事例では、ＵＡは、組み合わせられたデータ転送が、極端に大きくなるように
、すべて、本質的に同時に、データパケットをアクセスデバイスから受信する必要がある
いくつかのアプリケーションを起動してもよい。データ伝送レートを増加させるための方
法の１つは、ＬＴＥ－Ａの場合のように、複数のキャリア（すなわち、複数の周波数）を
使用して、アクセスデバイスとＵＡとの間で通信するものである。例えば、システムは、
５つの別個の８つのアップリンクＨＡＲＱおよび５つの別個の８つのダウンリンクＨＡＲ
Ｑ伝送ストリームが、並行して生成され得るように、５つの異なるキャリア（すなわち、
周波数）および８つのＨＡＲＱプロセスをサポートしてもよい。複数のキャリアを介した
通信は、キャリアアグリゲーションと称される。
【００１１】
　キャリアアグリゲーションの場合、制御チャネル構造は、ＤＣＩ制御メッセージを分配
させるために、各キャリアに配分される。単純な方法として、各キャリアは、別個のＰＤ
ＣＣＨ領域を含み、各キャリアに対して、制御チャネル情報をアクセスデバイスとＵＡと
の間で独立して通信させることができる。本アプローチは、各キャリアに対して、制御チ
ャネル情報を分配させるが、各キャリア上に、実質的量のリソースの配分を要求する。さ
らに、干渉レベルは、キャリア間で変動するため、すべてのキャリア上にＰＤＣＣＨ領域
を等しく実装することは困難であり得る。ある場合には、例えば、特定のキャリア上の干
渉レベルは、実質的であるため、そのキャリア上にＰＤＣＣＨ領域を実装することを困難
または不可能にし得る。代替として、第１のキャリア上の制御メッセージのためのＤＣＩ
メッセージ形式は、各ＤＣＩメッセージと関連付けられた特異的キャリアを示すための付
加的フィールドを提供するように修正されてもよい。
本発明は、例えば、以下を含む。
（項目１）
　マルチキャリア通信システム内におけるリソースグラントによって配分されるアップリ
ンクおよびダウンリンクリソースのうちの少なくとも１つを識別するために、ユーザエー
ジェント（ＵＡ）において、制御チャネルを処理するための方法であって、リソースグラ
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ントは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）サブセット候補によって指定され、データ伝送およ
び受信のために使用されるキャリアは、構成キャリアであり、
　前記方法は、
　前記構成キャリアの中から、アクティブおよび非アクティブ化キャリアを指定するアク
ティブ化信号を受信するステップと、
　アクティブキャリアに対して、
　　（ｉ）デコードするためのＣＣＥサブセット候補の数を識別するステップと、
　　（ｉｉ）前記リソースグラントを識別する試みにおいて、前記識別された数に至るま
での数のＣＣＥサブセット候補をデコードするステップと、
　非アクティブ化キャリアに対して、前記非アクティブ化キャリアと関連付けられたＣＣ
Ｅサブセット候補を無視するステップと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記アクティブ化信号は、アップリンクキャリアが、アクティブであることと、対応す
る対合されたダウンリンクキャリアが、非アクティブ化されることとを示し、ＣＣＥサブ
セット候補を識別するステップは、デコードするためのアクティブアップリンクキャリア
に対して、データ制御情報（ＤＣＩ）０形式と関連付けられた候補のみ識別するステップ
を含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　マルチキャリア通信システム内におけるリソースグラントによって配分されるアップリ
ンクおよびダウンリンクリソースのうちの少なくとも１つを識別するために、ユーザエー
ジェント（ＵＡ）において、制御チャネルを処理するための方法であって、リソースグラ
ントは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）サブセット候補によって指定され、
　前記方法は、
　各キャリアに対して、ＣＣＥサブセット候補の場所を判定するステップと、
　データ制御情報（ＤＣＩ）メッセージを受信するステップと、
　ＣＣＥサブセット候補が、２つ以上のキャリアに対応するとき、
　　（ｉ）前記ＤＣＩメッセージ内のキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）を識別
することによって、前記ＤＣＩメッセージをデコードするステップと、
　　（ｉｉ）前記ＣＩＦを使用して、前記ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリ
アを識別するステップと、
　前記ＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリアにのみ対応するとき、検索空間内の前記
ＣＣＥサブセット候補の場所を使用して、前記ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキ
ャリアを識別するステップと
　を含む、方法。
（項目４）
　マルチキャリア通信システム内におけるリソースグラントによって配分されるアップリ
ンクおよびダウンリンクリソースのうちの少なくとも１つを識別するために、ユーザエー
ジェント（ＵＡ）において、制御チャネルを処理するための方法であって、リソースグラ
ントは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）サブセット候補によって指定され、
　前記方法は、
　各キャリアに対して、ＣＣＥサブセット候補の場所を判定するステップと、
　データ制御情報（ＤＣＩ）メッセージを受信するステップと、
　特異的アグリゲーションレベルにおけるＣＣＥサブセット候補が、２つ以上のキャリア
に対応するとき、
　　（ｉ）各ＤＣＩメッセージ内のキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）を識別す
ることによって、サブフレームに対する前記特異的アグリゲーションレベルに対応するす
べてのＤＣＩメッセージをデコードするステップと、
　　（ｉｉ）前記ＣＩＦを使用して、前記ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリ
アを識別するステップと、
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　前記特異的アグリゲーションレベルにおける各ＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリ
アのみに対応するとき、検索空間内の前記ＣＣＥサブセット候補の場所を使用して、サブ
フレームに対して、前記特異的アグリゲーションレベルにおける各ＣＣＥサブセット候補
と関連付けられたキャリアを識別するステップと
　を含む、方法。
（項目５）
　マルチキャリア通信システム内におけるリソースグラントによって配分されるアップリ
ンクおよびダウンリンクリソースのうちの少なくとも１つを識別するために、ユーザエー
ジェント（ＵＡ）において、制御チャネルを処理するための方法であって、リソースグラ
ントは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）サブセット候補によって指定され、
　前記方法は、
　各キャリアに対して、ＣＣＥサブセット候補の場所を判定するステップと、
　データ制御情報（ＤＣＩ）メッセージを受信するステップと、
　任意のアグリゲーションレベルにおけるＣＣＥサブセット候補が、サブフレームに対し
て、２つ以上のキャリアに対応するとき、
　　（ｉ）各ＤＣＩメッセージ内のキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）を識別す
ることによって、前記サブフレームに対するすべてのアグリゲーションレベルにおけるす
べてのＤＣＩメッセージをデコードするステップと、
　　（ｉｉ）前記ＣＩＦを使用して、前記ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリ
アを識別するステップと、
　前記サブフレームに対するすべてのアグリゲーションレベルにおける各ＣＣＥサブセッ
ト候補が、１つのキャリアのみに対応するとき、検索空間内の前記ＣＣＥサブセット候補
の場所を使用して、前記サブフレームに対して、すべての前記アグリゲーションレベルに
おける各ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリアを識別するステップと
　を含む、方法。
 
【００１２】
　本開示をより完全に理解するために、添付の図面および発明を実施するための形態と併
せて理解される、以下の簡単な説明を参照し、類似参照数字は、類似部品を表す。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、キャリアアグリゲーションに対して、制御チャネルを共有するために、
ユーザエージェント（ＵＡ）を含む、通信システムの構成要素を示す、概略図である。
【図２】図２は、各構成要素キャリアが、帯域幅２０ＭＨｚを有し、総システム帯域幅が
、１００ＭＨｚである、通信ネットワーク内のキャリアアグリゲーションの例証である。
【図３】図３は、ＰＤＣＣＨ領域内に存在し得る、アグリゲーションレベルおよび検索空
間の例証である。
【図４】図４は、異なるＵＡ特異的および共通検索空間に対するアグリゲーションレベル
を示す、表である。
【図５ａ】図５ａおよび５ｂは、キャリアアグリゲーションに対して、２つ以上のキャリ
アのために、制御チャネルを実装するための２つの例示的ＰＤＣＣＨ領域設計選択肢を例
証する。
【図５ｂ】図５ａおよび５ｂは、キャリアアグリゲーションに対して、２つ以上のキャリ
アのために、制御チャネルを実装するための２つの例示的ＰＤＣＣＨ領域設計選択肢を例
証する。
【図６】図６は、ＣＣＥの各セットが、異なるキャリアに割り当てられる、ＣＣＥのセッ
トを有する、例示的ＰＤＣＣＨ領域を例証し、また、キャリアｆ１とｆ２との間にＤＣＩ
制御メッセージを配分するための例示的アグリゲーションレベルおよび検索空間を示す。
【図７】図７は、各キャリアに配分されたＣＣＥが、ＰＤＣＣＨ領域を通して分配され得
る、２つのキャリアに配分されたＣＣＥを有する、例示的ＰＤＣＣＨ領域を例証し、また
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、キャリアｆ１とｆ２との間にＤＣＩ制御メッセージを配分するために、ＰＤＣＣＨ領域
内に存在し得る、例示的アグリゲーションレベルおよび検索空間を示す。
【図８】図８は、各アグリゲーションレベルに対して、特定のキャリアに対するＰＤＣＣ
Ｈ候補が、次のより小さいアグリゲーションレベルにおいて、複数のＣＣＥの数だけシフ
トされ得る、ＰＤＣＣＨ領域内に存在し得る、アグリゲーションレベルおよび検索空間の
例証である。
【図９】図９は、特定のＰＤＣＣＨ候補に対するキャリアインデックスが、ＰＤＣＣＨ候
補のＣＣＥインデックスによって計算され得る、ＰＤＣＣＨ領域内に存在し得る、アグリ
ゲーションレベルおよび検索空間の例証である。
【図１０】図１０は、ＵＡ特異的空間に対するアグリゲーションレベル、ＣＣＥの数にお
ける各アグリゲーションレベルのサイズ、および各アグリゲーションレベルで検索される
べきＰＤＣＣＨ（ＣＣＥサブセット）候補の拡大された数を示す、表である。
【図１１】図１１ａ－１１ｂは、ＲＥＧの並べ替えを使用して、ＰＤＣＣＨ候補と潜在的
に関連付けられたキャリアを区別し得る、リソース要素群（ＲＥＧ）の並べ替えを例証す
る。
【図１２】図１２は、アグリゲーションレベル１より高いアグリゲーションレベルに対し
て、各潜在的ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの順序が、変動される、アグリゲーション
レベル２、４、および８におけるキャリアｆ１およびｆ２のそれぞれに対するＰＤＣＣＨ
候補の例示的構造を示す、例証である。
【図１３】図１３は、本開示の種々の実施形態のいくつかに対して、動作可能なＵＡを含
む、無線通信システムの略図である。
【図１４】図１４は、本開示の種々の実施形態のいくつかに対して、動作可能なＵＡのブ
ロック図である。
【図１５】図１５は、本開示の種々の実施形態のいくつかに対して、動作可能なＵＡ上に
実装され得る、ソフトウェア環境の略図である。
【図１６】図１６は、本開示の種々の実施形態のいくつかに対して、好適な例証的汎用コ
ンピュータシステムである。
【図１７】図１７は、本説明の少なくとも一実施形態と一致する、ＵＡ特異的空間に対す
るアグリゲーションレベル、ＣＣＥの数における各アグリゲーションレベルのサイズ、お
よび各アグリゲーションレベルで検索されるべきＰＤＣＣＨ（ＣＣＥサブセット）候補の
拡大された数を示す、表である。
【図１８】図１８は、本説明の少なくとも一実施形態と一致する、ＵＡ特異的空間に対す
るアグリゲーションレベル、ＣＣＥの数における各アグリゲーションレベルのサイズ、お
よび各アグリゲーションレベルで検索されるべきＰＤＣＣＨ（ＣＣＥサブセット）候補の
拡大された数を示す、表である。
【図１９】図１９は、本説明の少なくとも一実施形態と一致する、ＵＡ特異的空間に対す
るアグリゲーションレベル、ＣＣＥの数における各アグリゲーションレベルのサイズ、お
よび各アグリゲーションレベルで検索されるべきＰＤＣＣＨ（ＣＣＥサブセット）候補の
拡大された数を示す、表である。
【図２０】図２０は、本説明の少なくとも一実施形態と一致する、ＵＡ特異的空間に対す
るアグリゲーションレベル、ＣＣＥの数における各アグリゲーションレベルのサイズ、お
よび各アグリゲーションレベルで検索されるべきＰＤＣＣＨ（ＣＣＥサブセット）候補の
拡大された数を示す、表である。
【図２１】図２１は、アクティブ化信号に基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラ
ントを識別するための例示的方法を示す、流れ図である。
【図２２Ａ】図２２Ａは、キャリア識別フィールドに基づいて、１つ以上のキャリアのリ
ソースグラントを識別するための例示的方法を示す、流れ図である。
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、特異的アグリゲーションレベルに対応する各ＤＣＩメッセージ
内のキャリア識別フィールド（ＣＩＦ）に基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラ
ントを識別するための例示的方法を示す、流れ図である。
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【図２２Ｃ】図２２Ｃは、すべてのアグリゲーションレベルに対応する各ＤＣＩメッセー
ジ内のＣＩＦに基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラントを識別するための例示
的方法を示す、流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　制御チャネルは、マルチキャリア通信ネットワークシステムにおいて、２つ以上のキャ
リア間で共有され得ることが認識されている。
【００１５】
　本開示は、制御チャネルを処理するためのシステム、ソフトウェア、および方法の種々
の実施形態を提供する。いくつかの側面では、方法は、マルチキャリア通信システム内に
おけるリソースグラントによって配分されるアップリンクおよびダウンリンクリソースの
うちの少なくとも１つを識別するために、ユーザエージェント（ＵＡ）において、制御チ
ャネルを処理するための動作を行うために開示され、リソースグラントは、制御チャネル
要素（ＣＣＥ）サブセット候補によって指定され、データ伝送および受信のために使用さ
れるキャリアは、構成キャリアである。一実施形態では、方法は、構成キャリアの中から
、アクティブおよび非アクティブ化キャリアを指定するアクティブ化信号を受信するステ
ップを備える。アクティブキャリアに対して、デコードされるＣＣＥサブセット候補の数
が、識別され、識別された数に至るまでの数のＣＣＥサブセット候補が、リソースグラン
トを識別する試みにおいて、デコードされる。非アクティブ化キャリアに対して、関連付
けられたＣＣＥサブセット候補は、無視される。
 
【００１６】
　いくつかの実施形態では、アクティブ化信号は、アップリンクキャリアが、アクティブ
であって、対応する対合されたダウンリンクキャリアが、非アクティブ化されることを示
してもよく、ＣＣＥサブセット候補を識別するステップはさらに、デコードするために、
アクティブアップリンクキャリアに対して、データ制御情報（ＤＣＩ）０形式と関連付け
られた候補のみ識別するステップを含むことができる。
【００１７】
　いくつかの側面では、方法は、マルチキャリア通信システム内におけるリソースグラン
トによって配分されるアップリンクおよびダウンリンクリソースのうちの少なくとも１つ
を識別するために、ＵＡにおいて、制御チャネルを処理するための動作を行うために開示
され、リソースグラントは、ＣＣＥサブセット候補によって指定される。一実施形態では
、方法は、各キャリアに対して、ＣＣＥサブセット候補の場所を判定するステップと、Ｄ
ＣＩメッセージを受信するステップと、ＣＣＥサブセット候補が、２つ以上のキャリアに
対応する時、ＤＣＩメッセージ内のＣＩＦを識別することによって、ＤＣＩメッセージを
デコードするステップと、ＣＩＦを使用して、ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキ
ャリアを識別するステップと、を備える。ＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリアのみ
に対応する時、検索空間内のＣＣＥサブセット候補の場所を使用して、ＣＣＥサブセット
候補と関連付けられたキャリアを識別する。
【００１８】
　別の実施形態では、方法は、各キャリアに対して、ＣＣＥサブセット候補の場所を判定
するステップと、ＤＣＩメッセージを受信するステップと、特異的アグリゲーションレベ
ルにおけるＣＣＥサブセット候補が、２つ以上のキャリアに対応する時、各ＤＣＩメッセ
ージ内のＣＩＦを識別することによって、サブフレームに対する特異的アグリゲーション
レベルに対応するすべてのＤＣＩメッセージをデコードするステップと、ＣＩＦを使用し
て、ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリアを識別するステップと、を備える。
特異的アグリゲーションレベルにおける各ＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリアのみ
に対応する時、検索空間内のＣＣＥサブセット候補の場所を使用して、サブフレームに対
する特異的アグリゲーションレベルにおける各ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキ
ャリアを識別する。
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【００１９】
　さらに別の実施形態では、方法は、各キャリアに対して、ＣＣＥサブセット候補の場所
を判定するステップと、ＤＣＩメッセージを受信するステップと、任意のアグリゲーショ
ンレベルにおけるＣＣＥサブセット候補が、サブフレームに対して、２つ以上のキャリア
に対応する時、各ＤＣＩメッセージ内のＣＩＦを識別することによって、サブフレームに
対するすべてのアグリゲーションレベルにおいて、すべてのＤＣＩメッセージをデコード
するステップと、ＣＩＦを使用して、ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリアを
識別するステップと、サブフレームに対するすべてのアグリゲーションレベルにおける各
ＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリアのみに対応する時、検索空間内のＣＣＥサブセ
ット候補の場所を使用して、サブフレームに対するすべてのアグリゲーションレベルにお
ける各ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリアを識別するステップと、を備える
。
【００２０】
　前述および関連目的を達成するために、本開示は、次いで、以下に完全に説明される特
徴を備える。以下の説明および付随の図面は、本開示のある例証的側面を詳細に記載する
。しかしながら、これらの側面は、本開示の原理を採用することができる、種々の方法の
いくつかに過ぎないことを示す。本開示の他の側面、利点、および新規特徴は、図面と併
せて検討される時、本開示の以下の発明を実施するための形態から明白となるであろう。
【００２１】
　次に、本開示の種々の側面について、付随の図面を参照して説明するが、同一数字は、
全体を通して、同一または対応する要素を指す。しかしながら、図面およびそれに関連す
る発明を実施するための形態は、請求される主題を開示される特定の形態に限定すること
を意図するものではないことを理解されたい。むしろ、請求される主題の精神および範囲
内にある、すべての修正、均等物、および代替を網羅することを意図する。
【００２２】
　本明細書で使用されるように、用語「構成要素」、「システム」等は、ハードウェア、
ハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、または実行中であるソフ
トウェアのいずれかである、コンピュータ関連エンティティを指すように意図される。例
えば、構成要素は、プロセッサ上で起動するプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行
のスレッド、プログラム、および／またはコンピュータであってもよいが、それらに限定
されない。例証として、コンピュータ上で起動するアプリケーションおよびコンピュータ
は両方とも、構成要素であり得る。１つ以上の構成要素は、プロセスおよび／または実行
のスレッド内に常駐してもよく、構成要素は、１つのコンピュータ上に位置する、および
／または２つ以上のコンピュータ間に分散されてもよい。
【００２３】
　単語「例示的」とは、本明細書では、実施例、事例、または例証としての役割を果たす
ことを意味するために使用される。「例示的」として、本明細書に説明される任意の側面
または設計は、必ずしも、他の側面または設計より好ましいまたは有利であると解釈され
るわけではない。
【００２４】
　さらに、開示される主題は、本明細書に詳述される側面を実装するために、コンピュー
タまたはプロセッサベースのデバイスを制御するためのソフトウェア、ファームウェア、
ハードウェア、または任意のそれらの組み合わせを生産する標準的プログラミングおよび
／またはエンジニアリング技法を使用して、システム、方法、装置、または製品として、
実装されてもよい。用語「製品」（または、代替として、「コンピュータプログラム製品
」）は、本明細書で使用されるように、任意のコンピュータ可読デバイスからアクセス可
能なコンピュータプログラム、キャリア、またはメディアを包含するように意図される。
例えば、コンピュータ可読媒体は、磁気記憶デバイス（例えば、ハードディスク、フロッ
ピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ．．．）、光ディスク（例えば、コンパクト
ディスク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）．．．）、スマートカード、およ
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びフラッシュメモリデバイス（例えば、カード、スティック）を含むことが、それらに限
定されない。加えて、キャリア波は、電子メールを伝送および受信する際、あるいはイン
ターネットまたはローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）等のネットワークにアクセスす
る際、使用されるもの等、コンピュータ可読電子データを搬送するために採用することを
理解されたい。当然ながら、当業者は、請求される主題の範囲または精神から逸脱するこ
となく、本構成に多くの修正を行ってもよいことを認識するであろう。
【００２５】
　一般に、本発明のシステムおよび方法は、２つ以上のキャリア間の物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域等、単一制御チャネルリソースを共有するために開発され
た。したがって、システムは、マルチキャリア制御構造を提供し、１つのＰＤＣＣＨ領域
を介して分配されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）制御メッセージに、１つ以上のキャ
リア上のリソース配分を判定させる。一般に、本システムは、前述の既存のＤＣＩ制御メ
ッセージ形式を使用して、実装されてもよい。したがって、既存のＤＣＩ形式の長さは、
本システムの実装後であっても、不変のままであり得る。
【００２６】
　次に、図面を参照すると（同一参照番号は、いくつかの図を通して、類似要素に対応す
る）、図１は、ユーザエージェント（ＵＡ）１０およびアクセスデバイス１２を含む、例
示的マルチチャネル通信システム３０を例証する、概略図である。ＵＡ１０は、他の構成
要素の中でもとりわけ、１つ以上のソフトウェアプログラムを起動する、プロセッサ１４
を含み、プログラムのうちの少なくとも１つは、アクセスデバイス１２と通信し、アクセ
スデバイス１２からデータを受信し、そこにデータを提供する。データが、ＵＡ１０から
デバイス１２に伝送される時、データは、アップリンクデータと称され、データが、アク
セスデバイス１２からＵＡ１０に伝送される時、データは、ダウンリンクデータと称され
る。アクセスデバイス１２は、一実装では、Ｅ－ＵＴＲＡＮノードＢ（ｅＮＢ）またはＵ
Ａ１０と通信するための他のネットワーク構成要素を含んでもよい。
【００２７】
　通信を促進するために、複数の異なる通信チャネルが、アクセスデバイス１２とＵＡ１
０との間に確立される。本開示の目的のために、図１を参照すると、アクセスデバイス１
２とＵＡ１０との間の重要なチャネルとして、ＰＤＣＣＨ７０、物理ダウンリンク共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）７２、および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）７４を
含む。標識が含意するように、ＰＤＣＣＨは、ダウンリンクデータ通信の間、アクセスデ
バイス１２に、制御ＵＡ１０を制御させるチャネルである。この目的を達成するために、
ＰＤＣＣＨは、ＤＣＩパケットと称されるスケジューリングまたは制御データパケットを
ＵＡ１０に伝送し、ＵＡ１０によって使用されるべきスケジューリングを示し、ダウンリ
ンク通信トラフィックパケットを受信する、またはアップリンク通信トラフィックパケッ
トを伝送する、または特異的命令（例えば、電力制御コマンド、ランダムアクセスプロシ
ージャを行うための順序、または半永続的スケジューリングアクティブ化または非アクテ
ィブ化）をＵＡに送信するために使用される。別個のＤＣＩパケットは、各トラフィック
パケット／サブフレーム伝送のために、アクセスデバイス１２によって、ＵＡ１０に伝送
されてもよい。
【００２８】
　例示的ＤＣＩ形式は、アップリンクリソースを指定するためのＤＣＩ形式０ならびにダ
ウンリンクリソースを指定するためのＤＣＩ形式１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、２、およ
び２Ａを含む。他のＤＣＩ形式も想定される。例示的ＤＣＩパケットは、図１では、ＰＤ
ＣＣＨ７０上の通信７１によって示される。
【００２９】
　依然として、図１を参照すると、ＰＤＳＣＨ７２上の例示的トラフィックデータパケッ
トまたはサブフレームは、７３と標識される。ＰＵＳＣＨ７４は、ＵＡ１０によって、使
用され、データサブフレームまたはパケットをアクセスデバイス１２に伝送してもよい。
ＰＵＳＣＨ７４上の例示的トラフィックパケットは、７７と標識される。
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【００３０】
　キャリアアグリゲーションは、ＵＡ１０、アクセスデバイス１２、および／または他の
ネットワーク構成要素間の通信のために、より広い伝送帯域幅をサポートし、潜在的ピー
クデータレートを増加させるために使用することができる。キャリアアグリゲーションで
は、複数の構成要素キャリアが、アグリゲートされ、図２に示されるように、サブフレー
ムにおいて、ＵＡ１０に配分されてもよい。図２は、通信ネットワーク内のキャリアアグ
リゲーションを示し、各構成要素キャリアは、帯域幅２０ＭＨｚを有し、総システム帯域
幅は、１００ＭＨｚである。例証されるように、利用可能な帯域幅１００は、複数のキャ
リア１０２に分割される。ＵＡ１０は、ＵＡの能力に応じて、複数の構成要素キャリア（
図２に示される実施例では、最大合計５つのキャリア１０２）上で受信または伝送しても
よい。ある場合には、ネットワーク展開に応じて、キャリアアグリゲーションは、同一帯
域に位置するキャリア１０２および／または異なる帯域に位置するキャリア１０２ととも
に生じてもよい。例えば、１つのキャリア１０２は、２ＧＨｚに位置してもよく、第２の
アグリゲートされたキャリア１０２は、８００ＭＨｚに位置してもよい。
【００３１】
　図３を参照すると、例示的ＰＤＣＣＨ領域は、ＤＣＩ形式メッセージをアクセスデバイ
ス１２からＵＡ１０に伝送するために使用される、複数の制御チャネル要素（ＣＣＥ）１
１０を含む。ＵＡ１０は、特定のＵＡ１０に特異的であるＵＡ特異的検索空間１１４およ
びアクセスデバイス１２にリンクされたすべてのＵＡに共通の共通検索空間１１２内のＤ
ＣＩメッセージを伝送するために使用される、ＣＣＥを検索することができる。例証され
る実施例では、ＰＤＣＣＨ領域は、３８のＣＣＥを含むが、しかしながら、他のＰＤＣＣ
Ｈ事例は、３８より多いまたは少ないＣＣＥを含んでもよい。アクセスデバイス１２は、
ＤＣＩメッセージをＵＡ１０に伝送するために使用されるべき１つのＣＣＥまたはＣＣＥ
のアグリゲートを選択し、メッセージを伝送するために選択されるＣＣＥサブセットは、
少なくとも部分的に、アクセスデバイスとＵＡとの間で認識される通信条件に依存する。
例えば、高品質通信リンクが、アクセスデバイスとＵＡとの間に存在することが既知であ
る場合、アクセスデバイスは、ＣＣＥの単一の１つ（１１６参照）を介して、ＵＡにデー
タを伝送してもよく、リンクが、低品質である場合、アクセスデバイスは、２つ（１１８
参照）、４つ（１２０参照）、またはさらに８つのＣＣＥ（１２２参照）のサブセットを
介して、ＵＡにデータを伝送してもよく、付加的ＣＣＥは、関連付けられたＤＣＩメッセ
ージのよりロバストな伝送を促進する。アクセスデバイスは、多くの他の基準に基づいて
、ＤＣＩメッセージ伝送のためのＣＣＥサブセットを選択してもよい。
【００３２】
　以下、そうではないことが示されない限り、１つのＣＣＥを含むＣＣＥサブセットは、
「アグリゲーションレベル１」またはＡＬ１サブセットと称されるであろう。同様に、２
つのＣＣＥを含むサブセットは、「アグリゲーションレベル２」またはＡＬ２サブセット
と称され、４つのＣＣＥを含むサブセットは、「アグリゲーションレベル４」またはＡＬ
４サブセットと称され、８つのＣＣＥを含むサブセットは、「アグリゲーションレベル８
」またはＡＬ８サブセットと称されるであろう。アグリゲーションレベルが高いほど、特
定のＤＣＩを伝送するために使用されるＣＣＥの数が、より大きく（例えば、アグリゲー
ションレベル８は、アグリゲーションレベル４より大きい）、したがって、所与のチャネ
ル条件のセットを前提として、よりロバストであることを示す。故に、不良チャネル条件
を伴うＵＡ１０は、より高いアグリゲーションレベルが割り当てられ、ＵＡ１０が、ＰＤ
ＣＣＨ上で受信したＤＣＩメッセージを正常にデコードすることができることを確実にし
てもよい。
【００３３】
　次に、図４を参照すると、図３に描写されるように、それぞれ、ＵＡ特異的および共通
検索空間１１４ならびに１１２に対するアグリゲーションレベル、ＣＣＥの数における各
アグリゲーションレベルのサイズ、および各アグリゲーションレベルにおいて、ＵＡ１０
によって検索されるべきＰＤＣＣＨ（ＣＣＥサブセット）候補の数を示す、図３における
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情報を要約する、表が提供される。ＵＡ特異的検索空間１１４では、アグリゲーションレ
ベル１では、検索空間は、合計６つのＰＤＣＣＨ候補を伴う、６つのＣＣＥである。アグ
リゲーションレベル２では、検索空間は、合計６つのＰＤＣＣＨ候補を伴う、１２のＣＣ
Ｅである。アグリゲーションレベル４では、検索空間は、２つのＰＤＣＣＨ候補を伴う、
８つのＣＣＥであって、アグリゲーションレベル８では、検索空間は、２つのＰＤＣＣＨ
候補を伴う、１６のＣＣＥである。共通検索空間１１２では、アグリゲーションレベル４
では、検索空間は、４つのＰＤＣＣＨ候補を伴う、１６のＣＣＥであって、アグリゲーシ
ョンレベル８では、検索空間は、２つのＰＤＣＣＨ候補を伴う、１６のＣＣＥである。
【００３４】
　概して、図４に示されるアグリゲーションレベルの異なるものを使用することによって
、ＰＤＣＣＨ伝送の信頼性は、意図されたＵＡに対して設定されてもよい。ＵＡによって
監視されるべきＰＤＣＣＨ候補のセットは、検索空間の観点から定義され、アグリゲーシ
ョンレベル１、２、４、または８における検索空間Ｓｋ

（Ｌ）は、ＰＤＣＣＨ候補のセッ
トによって定義される。検索空間Ｓｋ

（Ｌ）のＰＤＣＣＨ候補ｍに対応するＣＣＥは、以
下の式によって求められてもよい。
【００３５】
【数１】

式中、Ｙｋ（Ｙｋは、ＴＳ３６．２１３の第９．１．１節に説明されるように計算されて
もよい）は、ＵＡ特異的検索空間を定義するための乱数であって、Ｌは、アグリゲーショ
ンレベルであって、ｉ＝０、．．．、Ｌ－１、およびｍ＝０、．．．、Ｍ（Ｌ）－１であ
る。Ｍ（Ｌ）は、所与の検索空間内で監視するためのＰＤＣＣＨ候補の数である。
【００３６】
　キャリアアグリゲーションの場合、制御チャネル構造は、ＤＣＩ制御メッセージを分配
するための各キャリアに配分される。図５ａおよび５ｂは、キャリアアグリゲーションに
対して、２つ以上のキャリアのために、制御チャネルを実装するための２つの例示的ＰＤ
ＣＣＨ設計選択肢を例証する。図５ａでは、各キャリアｆ１およびｆ２は、別個のＰＤＣ
ＣＨ領域が配分される。故に、キャリアｆ１に関連するＤＣＩ制御メッセージは、ＰＤＣ
ＣＨ領域１３０を介して、分配され、キャリアｆ２に関連するＤＣＩ制御メッセージは、
ＰＤＣＣＨ領域１３２を介して、分配される。比較的に実装が容易であるが、図５ａのＰ
ＤＣＣＨ構造は、各キャリア上に実質的リソースの配分を要求し、特定のキャリアが、Ｐ
ＤＣＣＨ領域を有していない時は、当てはまらない。複数のキャリアに対するＰＤＣＣＨ
領域が、単一キャリア上に留保される場合、他のキャリアは、制御領域を伴うことなく、
ＰＤＳＣＨのみを伝送するように構成され、ＰＤＳＣＨ伝送の帯域幅効率を増加させるで
あろう。加えて、各キャリアの被覆範囲は、異なり得る。また、ある場合には、ＵＡ実装
を簡略化するために、単一キャリア上で制御を伝送することが望ましくあり得る。故に、
多くの場合、特定のキャリアは、ＰＤＣＣＨ領域を実装しない、または利用可能にしなく
てもよい。
【００３７】
　図５ｂは、代替ＰＤＣＣＨ領域設計選択肢を例証しており、あるＰＤＣＣＨ領域は、ゼ
ロ以上の他のキャリアに加え、ＰＤＣＣＨが伝送されるキャリアに対して、ＤＣＩ制御メ
ッセージを分配するように構成されてもよい。図５ｂでは、キャリアｆ１に関連するＤＣ
Ｉ制御メッセージは、ＰＤＣＣＨ領域１３６を介して、分配される。加えて、キャリアｆ
１上のＰＤＣＣＨ領域１３６は、キャリアｆ２および／または付加的キャリア（図示せず
）に関連するＤＣＩ制御メッセージを分配するように構成されてもよい。ＤＣＩ制御メッ
セージが関連するＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨキャリアを示す、新しいＤＣＩフィールドを使
用して、図５ｂに例証されるＰＤＣＣＨ設計選択肢を実装することが可能であり得るが、
そのような解決策は、既存のＤＣＩ形式の数を修正または増加させるだろうため、望まし
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くない。
【００３８】
　本システムは、２つ以上のキャリアのそれぞれ上のリソース配分を判定するために、Ｄ
ＣＩ制御メッセージを第１のキャリア上の１つのＰＤＣＣＨ領域を介して分配させる、２
つ以上のキャリア間の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域等、単一制御チ
ャネルの共有を促進する。ネットワーク構成に応じて、本システムは、従来のＤＣＩ制御
メッセージ形式を使用して、実装されてもよい。したがって、既存のＤＣＩ形式の長さは
、本システムの実装後でも、不変のままであり得る。各解決策は、以下に別個に説明され
るが、異なる解決策の種々の側面は、少なくともいくつかの実施形態において組み合わせ
られ、他の有用解決策をもたらし得ることを理解されたい。
【００３９】
　（解決策１）
　本システムの一実装では、単一キャリアＰＤＣＣＨ領域上のＣＣＥは、異なる群に割り
当てられ、各群は、マルチキャリアシステムの異なるキャリアに事前に割り当てられる。
例えば、図６を参照すると、ＰＤＣＣＨ領域１４０は、キャリアｆ１上に位置する。ＰＤ
ＣＣＨ領域１４０のＣＣＥは、２つの群に配分され、各群は、キャリアｆ１またはキャリ
アｆ２のいずれかに割り当てられる。ＰＤＣＣＨ領域１４０は、ＰＤＣＣＨ１４０の第１
のＣＣＥ群１４２を含み、ＣＣＥ群１４２は、キャリアｆ１に配分される。第１のＣＣＥ
群１４２は、ＰＤＣＣＨ領域１４０のＣＣＥ０－１７を含む。同様に、ＰＤＣＣＨ領域１
４０の第２のＣＣＥ群１４４は、キャリアｆ２に配分され、ＰＤＣＣＨ領域１４０のＣＣ
Ｅ１８－３５を含む。３つ以上のキャリアを有するシステムでは、単一ＰＤＣＣＨ領域上
のＣＣＥは、キャリアの数に等しい数の群に配分されてもよい。ネットワーク実装に応じ
て、各群に配分されたＣＣＥの数は、等しくてもよく、またはキャリア間で変動してもよ
い。
【００４０】
　依然として、図６を参照すると、キャリアｆ１とｆ２との間でＤＣＩ制御メッセージを
配分するために、ＰＤＣＣＨ領域１４０内に存在し得る、アグリゲーションレベルおよび
検索空間が、示される。ＰＤＣＣＨ領域１４０は、３６のＣＣＥを含む。ＣＣＥ０－１７
は、第１の群に置かれ、キャリアｆ１（ＰＤＣＣＨ領域１４０を含有するキャリア）に配
分され、ＣＣＥ１８－３５は、第２の群に置かれ、キャリアｆ２に配分される。ＰＤＣＣ
Ｈ領域１４０を使用して、アクセスデバイス１２は、ＣＣＥの１つあるいはＣＣＥのアグ
リゲーションまたはサブセットを選択し、ＤＣＩ制御メッセージをＵＡ１０に伝送する。
アクセスデバイスによって選択される特定のＣＣＥサブセットは、少なくとも部分的に、
アクセスデバイス１２とＵＡ１０との間で認識される通信条件に依存してもよい。選択さ
れるＣＣＥサブセットはまた、ＤＣＩ制御メッセージがリソースを配分するキャリアを判
定する。
【００４１】
　例えば、高品質通信リンクが、キャリアｆ１上において、アクセスデバイス１２とＵＡ
１０との間に存在することが既知である場合、アクセスデバイス１２は、キャリアｆ１に
配分されるＣＣＥ１４２の群内のＣＣＥの単一の１つ（１４６参照）を介して、制御メッ
セージをＵＡ１０に伝送してもよい。キャリアｆ１リンクが、低品質である場合、アクセ
スデバイス１２は、キャリアｆ１に配分されるＣＣＥ１４２の群内の２つ（１４８参照）
、４つ（１５０参照）、またはさらに８つのＣＣＥ（１５２参照）のサブセットを介して
、データをＵＡ１０に伝送してもよく、付加的ＣＣＥは、ＵＡ１０への関連付けられたＤ
ＣＩメッセージのよりロバストな伝送を促進する。
【００４２】
　同様に、高品質通信リンクが、キャリアｆ１上において、アクセスデバイスとＵＡとの
間に存在することが既知である場合、アクセスデバイスは、キャリアｆ２に配分されるＣ
ＣＥ１４４の群内のＣＣＥの単一の１つ（１５４参照）を介して、データをＵＡ１０に伝
送してもよい。キャリアｆ２に対するＰＤＣＣＨ領域は、キャリアｆ１上で伝送されるた
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め、キャリアｆ１上のチャネル品質は、アグリゲーションレベルを判定する際に考慮され
るべきである。キャリアｆ１リンクが、低品質である場合、アクセスデバイスは、キャリ
アｆ２に配分されるＣＣＥ１４４の群内のＣＣＥの２つ（１５６参照）、４つ（１５８参
照）、またはさらに８つのＣＣＥ（１６０参照）のサブセットを介して、データをＵＡ１
０に伝送してもよく、付加的ＣＣＥは、関連付けられたＤＣＩメッセージのよりロバスト
な伝送を促進する。アクセスデバイスは、多くの他の基準に基づいて、ＤＣＩメッセージ
伝送のためのＣＣＥサブセットを選択してもよい。
【００４３】
　ＵＡ１０が、キャリアｆ１に対して指定されるＣＣＥ空間１４２において、有効ＤＣＩ
制御メッセージ形式を見つける場合、ＵＡ１０は、対応するグラントが、キャリアｆ１に
対して有効であると結論付けてもよい。反対に、ＵＡ１０が、キャリアｆ２のために指定
されるＣＣＥ空間１４４において、有効ＤＣＩ形式を見つける場合、ＵＡ１０は、対応す
るグラントが、キャリアｆ２に対して有効であると結論付けてもよい。
【００４４】
　多くの場合、ＰＤＣＣＨ領域１４０上で利用可能なＣＣＥの総数は、システム要件に応
じて、３６より多いまたは少なくてもよい。例えば、ＰＤＣＣＨ領域内の多数のＣＣＥは
、アクセスデバイスが、所与のサブフレームの間、特定のＵＡに伝送することを所望する
が、アクセスデバイスが、所望のＤＣＩ制御メッセージを置くべき、ＰＤＣＣＨ領域内に
好適なＣＣＥのサブセットを見つけることができない場合、ＰＤＣＣＨ上でのブロッキン
グの発生を最小限にし得る。さらに、ＣＣＥは、キャリア間に均一に分配される必要はな
い。例えば、アクセスデバイスとスケジューリングされたＵＡとの間の特定の強いまたは
高品質の接続を有することが知られているキャリアは、より高いレベルのアグリゲーショ
ンが、キャリアに対して必要である可能性が低いため、ＰＤＣＣＨ領域内により少ない総
ＣＣＥが配分されてもよい。反対に、非常に低い品質の接続を伴うキャリアは、多くの場
合、高レベルのアグリゲーションを要求するであろうため、ＰＤＣＣＨ領域内により多い
総数のＣＣＥが配分されてもよい。
【００４５】
　一実装では、キャリアｆ１に配分されたＣＣＥセット１４２は、Ｒｅｌ－８信号伝達物
理制御形式インジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を使用して、信号伝達され、キャリア
ｆ２に配分されたＣＣＥセット１４４は、代替信号伝達方法を使用して、信号伝達される
。その場合、Ｒｅｌ－８ＵＡは、ＣＣＥセット１４４によって、サーブされなくてもよい
。
【００４６】
　別の実装では、ＣＣＥ空間全体（ＣＣＥセット１４２および１４４を含む）が、Ｒｅｌ
－８信号伝達を使用して、ＰＣＦＩＣＨを使用するＲｅｌ－８ＵＡに信号伝達され、ＣＣ
Ｅセット１４２および１４４は、２つのエンティティとして、Ｒｅｌ－１０信号伝達を使
用して、Ｒｅｌ－１０ＵＡに信号伝達される。例えば、ＲＲＣ信号伝達は、ＣＣＥセット
１４２および１４４を示すために使用することができる。その場合、Ｒｅｌ－８ＵＡは、
単一グラントに対して、ＰＤＣＣＨ空間全体に及んでもよい一方、Ｒｅｌ－１０ＵＡに対
する単一グラントは、ＣＣＥセット１４２またはＣＣＥセット１４４のいずれかに位置す
る。両方の場合、ＵＡは、現在定義されているものと同一ＰＤＣＣＨ検索プロシージャを
使用し、アクセスデバイスは、特定のグラントが、各ＵＡに対する適切な場所に位置する
ことを確実にし得るため、解決策は、Ｒｅｌ－８ＵＡに透過的であってもよい。
【００４７】
　ある場合には、Ｒｅｌ－８技法を使用して、十分に大きなＰＤＣＣＨ空間を定義し、複
数のキャリア動作に対応することは、困難であり得る。例えば、４つ以上の直交周波数分
割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルが、ＰＤＣＣＨに対して必要とされる場合、トラフィック
チャネル（ＰＤＳＣＨ）を制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）からオフセットすることは、困難
であり得る。したがって、システムまたはシステムの一部は、論理領域内に実装されても
よく、ＣＣＥセット１４２は、Ｒｅｌ－８におけるように定義され、ＣＣＥセット１４４
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は、特定の無線リソースのセット、例えば、物理リソースブロックのセットを使用する。
しかしながら、これは、ＵＡが、サブフレーム全体をバッファすることを要求し、したが
って、既存のＰＤＣＣＨ構造のマイクロスリープの利点を排除し得る。
【００４８】
　前述の第１の解決策は、キャリアｆ１およびキャリアｆ２に対するＰＤＣＣＨ領域１４
０ＣＣＥサブセット１４２と１４４との間のトランキングを可能にし得ず、したがって、
完全共通ＰＤＣＣＨ空間と比較して、より高いブロッキングレートをもたらし得る。した
がって、Ｒｅｌ－８ＤＣＩ形式を変更することなく、ＣＣＥの共通セットを使用して、キ
ャリアｆ１およびｆ２両方上に配分を行うことが望ましくあり得る。加えて、特に、より
大きなアグリゲーションレベルでは、各キャリアに対して、検索空間を留保することが困
難であり得る。
【００４９】
　信号伝達は、各ＵＡ１０に、ＣＣＥのセットを特定のキャリアにマップする方法を命令
するように実装されてもよい。ある場合には、ブロードキャスト信号伝達を使用して、Ｐ
ＤＣＣＨ領域をＣＣＥ群に分割してもよい。例えば、再び、図６を参照すると、ブロード
キャスト信号伝達を使用して、ＣＣＥセット１４２が、ＣＣＥ０－１７に対応し、ＣＣＥ
セット１４４が、ＣＣＥ１８－３５に対応することを示してもよい。
【００５０】
　ＣＣＥセットが構成された後、アクセスデバイスは、どのキャリアが、どのＣＣＥセッ
トに対応するかを示してもよい。加えて、アクセスデバイスは、各ＣＣＥセット内のキャ
リアインデックスを示してもよい。例えば、ＣＣＥセット１４２が、ＣＣＥセット「０」
と称され、３つのキャリアに対して使用され（図６におけるようにではなく）、ＣＣＥセ
ット１４４が、ＣＣＥセット「１」と称され、１つのキャリアに対して使用される場合、
例示的信号伝達は、以下の表に例証される。
【００５１】
【表１】

　この場合、ＤＣＩメッセージは、ＣＣＥセット内のキャリアインデックスを示すように
修正されてもよく、または後述の解決策のうちの１つを、キャリアを示すために使用する
ことができる。
【００５２】
　定義されたＣＣＥセットが１つのみの場合、図６におけるように、ＣＣＥセット内のキ
ャリアインデックスは、キャリアインデックスに等しくてもよく、その場合、信号伝達は
、必要でなくてもよい。
【００５３】
　（解決策２）
　他の実装では、ＣＣＥは、複数の構成要素キャリア間で共有することができるが、特定
のアグリゲーションレベルにおける、第１のキャリアに対する第１のＰＤＣＣＨ　ＤＣＩ
制御メッセージ候補は、同一アグリゲーションレベルにおける、第２のキャリアに対する
第２のＰＤＣＣＨ　ＤＣＩ制御メッセージ候補と重複しないことを条件とする。図７を参
照すると、キャリアｆ１およびｆ２はそれぞれ、キャリアｆ１　ＰＤＣＣＨ領域１６２上
で利用可能なＣＣＥ（本実施例では、０－３５と番号が付けられた合計３６のＣＣＥ）の
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いずれかによって、リソースが配分されてもよい。キャリアｆ１およびキャリアｆ２に対
するＣＣＥ配分を区別するために、あるアグリゲーションレベルにおける、各非アンカキ
ャリアに対するＰＤＣＣＨ１６２候補は、アンカキャリア上の各ＰＤＣＣＨ候補の位置に
対して、アンカキャリア上に配分されたＣＣＥの数だけ、シフトされる。
【００５４】
　図７では、キャリアｆ１とｆ２との間でＤＣＩ制御メッセージを配分するために、ＰＤ
ＣＣＨ領域１６２内に存在し得る、アグリゲーションレベルおよび検索空間が、例証され
、キャリアｆ１およびｆ２に対するＤＣＩ制御メッセージは、ＰＤＣＣＨ領域１６２を通
して、分配されてもよい。図７では、キャリアｆ１およびｆ２に対するＤＣＩ制御メッセ
ージはそれぞれ、０－３５と番号が付けられたＣＣＥのうちの１つ以上（すなわち、ＰＤ
ＣＣＨ領域１６２上で利用可能なＣＣＥのいずれか）が配分されてもよい。キャリアｆ１
およびキャリアｆ２に対する配分を区別するために、キャリアｆ２に対するＰＤＣＣＨ候
補は、アンカキャリア（例えば、キャリアｆ１）に配分されたＣＣＥの位置に対して、シ
フトされる。
【００５５】
　例えば、図７では、キャリアｆ２に対するアグリゲーションレベル１のためのＰＤＣＣ
Ｈ候補は、アグリゲーションレベル１において、アンカキャリアに配分されたＣＣＥの数
だけ、キャリアｆ１に対するＰＤＣＣＨ候補に対して、シフトされる。図７では、ＰＤＣ
ＣＨ候補１６６から始まる６つのＣＣＥが、アンカキャリア（キャリアｆ１）に配分され
ている。したがって、キャリアｆ２　ＰＤＣＣＨ候補に対する開始ＣＣＥ１６４は、アン
カキャリアに配分されたＣＣＥの数（この場合、６）だけ、アンカキャリア上のものと同
一開始位置からシフトされる。したがって、ＰＤＣＣＨ候補１６４に対する開始点は、６
つのＣＣＥだけ、右にシフトされる。
【００５６】
　同様に、依然として、図７を参照すると、候補１６８から開始する、ＡＬ２およびキャ
リアｆ１（Ｃｆ１）に対する６つのＰＤＣＣＨまたはＣＣＥサブセット候補が存在する。
ＡＬ２上に６つのＰＤＣＣＨ候補が存在するため、ＡＬ２上のキャリアｆ２（Ｃｆ２）に
対する６つのＰＤＣＣＨ候補の最初の１７０は、示されるように、６つの候補だけ、シフ
トされる。
【００５７】
　類似プロセスは、各アグリゲーションレベルにおいて、キャリア間に配分されたＰＤＣ
ＣＨ候補を指定および発行するために反復されてもよい。アルゴリズムもまた、付加的キ
ャリアが、システムに追加されるのに伴って、適用されてもよい。第３のキャリアに対す
るＰＤＣＣＨ候補は、例えば、キャリアｆ１およびｆ２の両方に配分されたＰＤＣＣＨ候
補の数だけ、右にシフトされるであろう。同様に、第４のキャリアに対するＰＤＣＣＨ候
補は、キャリアｆ１、ｆ２、およびｆ３に配分されたＰＤＣＣＨ候補の数だけ、右にシフ
トされるであろう。
【００５８】
　ＵＡ１０が、特定のアグリゲーションレベルにおいて、有効ＤＣＩ制御メッセージ形式
を見つける場合、ＵＡ１０は、ＤＣＩメッセージを伝送するために使用されるＣＣＥに基
づいて、どのキャリアに、グラントが配分されるかを判定することができる。ＤＣＩメッ
セージを伝送するために使用されるＣＣＥが、第１のキャリアに配分されたもの内にある
場合、グラントは、第１のキャリア上のリソースに対するものである。しかしながら、Ｃ
ＣＥが、第２のキャリアに配分されたセット内に含まれる場合、グラントは、第２のキャ
リア上のリソースのためのものである等となる。
【００５９】
　図７では、アグリゲーションレベル４およびアグリゲーションレベル８に対して、単一
キャリア（例えば、アンカキャリア）のみ、共通検索空間と重複してもよい。したがって
、ＰＤＣＣＨ１６２のＡＬ４およびＡＬ８領域の特別な扱いが、要求される。図７に示さ
れる実施例では、２つの候補１６５および１６７が、ＡＬ４におけるキャリアｆ２に対し
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て存在するが、残りの候補は、キャリアｆ１上のＵＡ１０特異的検索空間または共通検索
空間のいずれかのために使用されるため、ＡＬ８におけるｆ２に対する候補は、ゼロであ
る。
【００６０】
　別の実装では、ＵＡ１０は、第１のアグリゲーションレベルで分配されたすべてのＤＣ
Ｉ制御メッセージを読み出し、制御メッセージが、キャリア間に均一に分配されることを
前提として、そのアグリゲーションレベルにおけるＤＣＩ制御メッセージの総数に基づい
て、各制御メッセージと関連付けられたキャリアを判定してもよい。例えば、アグリゲー
ションレベル１において分配された合計６つの総ＤＣＩ制御メッセージが存在し、ＵＡ１
０が、ＰＤＣＣＨによってサーブされる２つのキャリアが存在することを把握している場
合、ＵＡ１０は、第１の３つの制御メッセージが、キャリアｆ１上にリソースを配分し、
第２の３つの制御メッセージが、キャリアｆ２上にリソースを配分すると判定してもよい
。言い換えると、システムは、キャリア間にＰＤＣＣＨ候補を均一に分散し、また、キャ
リアのものと同一順序で候補を発行するように構成されてもよい。３つのキャリア（図示
せず）の場合、例えば、制御メッセージの３分の１は、キャリアｆ１上に、３分の２は、
キャリアｆ２上に、最後の３分の１は、キャリアｆ３上に、リソースを配分するであろう
。本プロセスは、すべてのアグリゲーションレベルにおいて、任意の数のキャリアに対し
て、反復されてもよい。
【００６１】
　ある場合には、Ｒｅｌ－８技法を使用して、十分に大きなＰＤＣＣＨ空間を定義し、複
数のキャリア動作に対応することが困難であり得る。共通検索空間は、Ｒｅｌ－８とＲｅ
ｌ－１０　ＵＥとの間で共有されてもよいため、検索空間は、ＰＣＦＩＣＨ等、Ｒｅｌ－
８信号伝達を使用して、信号伝達されてもよい。その結果、検索空間は、１．４ＭＨｚの
キャリア帯域幅に対して、合計３つのＯＦＤＭシンボルに限定され得る（または、４つの
ＯＦＤＭシンボルであるが、そのような狭帯域幅は、キャリアアグリゲーションに対して
適用される可能性は低い）。
【００６２】
　図７では、キャリアｆ２に対するＰＤＣＣＨ候補は、キャリアｆ１に対するＰＤＣＣＨ
候補の隣に位置する。これは、１つの位置決めアルゴリズムであって、任意の位置決めア
ルゴリズムを使用することができることを理解されたい。例えば、キャリアｆ２に対する
ＰＤＣＣＨ候補は、キャリアｆ１に対するＰＤＣＣＨ候補のために使用されるプロセスと
同様に、ＰＤＣＣＨ内に疑似乱数的に位置してもよい。キャリアｆ１に対するＰＤＣＣＨ
候補が、キャリアｆ２に対するＰＤＣＣＨ候補と重複する場合、一方のキャリアは、優先
度が与えられなければならない。例えば、重複する場合、ＰＤＣＣＨ候補は、ＵＡ１０お
よびアクセスデバイス１２において、キャリアｆ１に対応することが既知であり得る。
【００６３】
　（解決策３）
　別の実装では、特定のアグリゲーションレベルに対して、各アグリゲーションレベルに
おいて、各キャリアに対して配分されたＰＤＣＣＨ候補のための開始ＣＣＥは、次のより
小さいアグリゲーションレベル内のＣＣＥの数に基づいて、シフトされる。図８は、各ア
グリゲーションレベルに対して、特定のキャリアに対するＰＤＣＣＨ候補が、次のより小
さいアグリゲーションレベル内の複数のＣＣＥの数だけシフトされ得る、ＰＤＣＣＨ１８
０を例証する。例えば、あるアグリゲーションレベルにおいて、２つのキャリアに対して
、第２のキャリアに対するＤＣＩ制御メッセージは、次のより低いアグリゲーションレベ
ルにおける各ＰＤＣＣＨ候補にアグリゲートされたＣＣＥの数と等しいＣＣＥの数だけ、
第１のキャリアに対して、制御メッセージからオフセットされてもよい。アグリゲーショ
ンレベル１に対するオフセットは、１より低いアグリゲーションレベルが存在しないため
、例外であることに留意されたい。その場合、アグリゲーションレベルに対するオフセッ
トは、任意の整数に設定されてもよい（例えば、６のオフセットが、図８に例証される）
。
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【００６４】
　依然として、特異的実施例に関して、図８を参照すると、キャリアｆ２に対するアグリ
ゲーションレベル２ＰＤＣＣＨ候補１８４のための開始ＣＣＥは、キャリアｆ１に対する
ＰＤＣＣＨ候補１８２に対して、１つのＣＣＥ（次のより小さいアグリゲーションレベル
内のアグリゲートされたＣＣＥの数に等しい）だけ、シフトされる。同様に、キャリアｆ
２に対するアグリゲーションレベル４のためのＰＤＣＣＨ候補１８８は、キャリアｆ１に
対するＰＤＣＣＨ候補１８６に対して、２つのＣＣＥ（次のより小さいアグリゲーション
レベル内のアグリゲートされたＣＣＥの数に等しい）だけ、シフトされる等となる。
【００６５】
　より低いアグリゲーションレベルにおける各ＰＤＣＣＨ候補内のＣＣＥの数だけ、任意
の所与のアグリゲーションレベルにおける異なる周波数に対するＰＤＣＣＨ候補をシフト
することによって、各アグリゲーションレベルでの異なる周波数におけるＰＤＣＣＨは、
精密には、重複せず、したがって、ＣＣＥサブセット候補は、一意である。
【００６６】
　ここでは、本第３の解決策は、同一アグリゲーションレベルにおいてＰＤＣＣＨ候補を
構成する、ＣＣＥの数Ｑ未満である、任意のオフセットが使用され得るように、一般化さ
れてもよいことを理解されたい。より広義には、オフセットに関する主な制限は、それが
、Ｑの整数の倍数ではないことである。例えば、図８におけるアグリゲーションレベルＡ
Ｌ４では、示されるオフセットは、２つのＣＣＥに等しい。そのオフセットは、１つのＣ
ＣＥまたは３つのＣＣＥ（すなわち、Ｑ－ｌ）に変更され、類似効果を達成してもよい。
同様に、ＡＬ８に対して、図８に示される４つのＣＣＥオフセットは、１つのＣＣＥから
７つのＣＣＥのいずれであってもよい（すなわち、再び、Ｑ－ｌであって、Ｑは、各ＡＬ
８　ＣＣＥサブセット候補内のＣＣＥの数である）。
【００６７】
　より広義には、オフセットシフトに関する主な制限は、少なくともいくつかの実施形態
では、同一アグリゲーションレベルにおいて、ＰＤＣＣＨ候補を構成する、ＣＣＥの数の
整数の倍数ではないことであり得る。
【００６８】
　（解決策４）
　図９を参照すると、さらにある他の実施形態では、特定のＰＤＣＣＨ候補に対するキャ
リアは、ＰＤＣＣＨ候補のＣＣＥインデックスによって計算されてもよい。例えば、構成
キャリアの数は、Ｎであると仮定すると、特定のＰＤＣＣＨ候補に対するキャリアインデ
ックスは、以下の式によって判定されてもよい：
　キャリアインデックス＝（Ｉｃｃｅ／Ｌ）ＭＯＤ　Ｎ＋１　　式（２）
　式中、Ｉｃｃｅは、特異的ＰＤＣＣＨ候補内の第１のＣＣＥのインデックスであって、
Ｌは、現在検討されているアグリゲーションレベルである。図９では、例えば、ＰＤＣＣ
Ｈ候補２０２に対する２００のキャリアインデックスは、式（２）を使用して、判定され
てもよい。ＰＤＣＣＨ候補２０２は、４のＩｃｃｅ、１のアグリゲーションレベルを有す
る。ＰＤＣＣＨは、２つのキャリアを含み、したがって、ＰＤＣＣＨ候補２０２に対する
キャリアは、（４／１）ＭＯＤ２＋１＝４ＭＯＤ２＋１＝０＋１＝１に等しい。同様に、
ＰＤＣＣＨ候補２０４は、１２のＩｃｃｅ、および４のアグリゲーションレベルを有する
。故に、ＰＤＣＣＨ候補２０４に対するキャリアは、（１２／４）ＭＯＤ２＋１＝３ＭＯ
Ｄ２＋１＝１＋１＝２に等しい。このように、図９における各ＰＤＣＣＨ候補に割り当て
られるキャリアは、ＵＡ１０によって計算されてもよい。したがって、いくつかの実装で
は、本システムは、特定のアグリゲーションレベルにおいて、各キャリアに対して、ＰＤ
ＣＣＨ候補を互いに組み合わせる。
【００６９】
　ＵＡ１０が、式（２）によって、一意のキャリアインデックスを達成することを保証す
るために、図１０に示されるように、構成キャリアの数の関数として、ＰＤＣＣＨ候補の
数を増加させる必要がある。図１０では、ＵＡ特異的空間に対するアグリゲーションレベ
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ルおよびＣＣＥの数における各アグリゲーションレベルに対する検索空間の最小必要サイ
ズを示す、表が提供される。アグリゲーションレベル１では、最小検索空間は、Ｎ　ＣＣ
Ｅであって、Ｎは、キャリアの数である。アグリゲーションレベル２では、最小検索空間
は、２＊Ｎ　ＣＣＥである。アグリゲーションレベル４では、最小検索空間は、４＊Ｎ　
ＣＣＥであって、アグリゲーションレベル８では、最小検索空間は、８＊Ｎ　ＣＣＥであ
る。すなわち、最小検索空間サイズは、ＡＬ＊Ｎ　ＣＣＥとして指定され得、ＡＬは、ア
グリゲーションレベル（１、２、４、または８）であって、Ｎは、キャリアの数である。
【００７０】
　他の実施形態では、アクセスデバイスが、いくつかのＵＡと通信する、キャリアアグリ
ゲーションの場合では、ＵＡのうちの１つと関連付けられたＰＤＣＣＨ候補のすべて（ア
グリゲーションレベルのうちの１つ以上において）が、現在使用されている場合、ブロッ
キングが、生じ得、グラントをＵＡのうちの１つ以上に伝送する際、遅延が生じる。本理
由から、キャリアアグリゲーションの場合、少なくともある場合には、ＵＡが、増加され
た数の候補をブラインドデコード可能である場合、ＣＣＥ検索空間のサイズおよびＰＤＣ
ＣＨ候補の数を増加させることが可能であることが有用であると認識されている。例えば
、ある場合には、構成キャリアの数の関数として、ＣＣＥ検索空間サイズおよびＰＤＣＣ
Ｈ候補の数を増加させることが有用となり得る。構成キャリアの数の関数として、検索空
間サイズおよびＰＤＣＣＨ候補の数を増加させる例示的方法の１つは、図１７に例証され
ており、例えば、ｍａｘ（Ｎ，６）は、キャリアの数の最大値を意味し、６は、アグリゲ
ーションレベル１に対して、ＣＣＥ内の検索空間のサイズとして、選択される。同様に、
２ｘｍａｘ（Ｎ，６）は、キャリアの数の２倍の最大値を意味し、１２等となる。したが
って、例えば、構成キャリアの数が、４である場合、各候補が、８つのＣＣＥを含む場合
、４つの候補が存在するように、ＣＣＥ内の検索空間は、３２（例えば、８ｘｍａｘ（Ｎ
，２）、式中、Ｎは、４である）であって、ＰＤＣＣＨ候補の数は、４（例えば、ｍａｘ
（Ｎ，２）、式中、Ｎは、４である）である。
【００７１】
　ダウンリンクＤＣＩおよびアップリンクＤＣＩを同時に受信するために、ＰＤＣＣＨ候
補の数は、図１８に示されるように、構成キャリアの数の２倍だけ、増加することができ
る。
【００７２】
　別の実施形態では、より大きな数のＰＤＣＣＨ候補が、実際の構成キャリアの数に関わ
らず、キャリアアグリゲーションが構成される時、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８システムにおいて
使用されるＰＤＣＣＨ候補の数の代わりに、使用されることができる。図１９は、一例示
的アプローチを示し、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３、およびＭ４は、それぞれ、アグリゲーションレ
ベル１、２、４、および８に対するＰＤＣＣＨ候補の数を表し、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３、およ
びＭ４は、それぞれ、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８において使用されるＰＤＣＣＨ候補の数以上で
あるべきである。これらの値は、信号伝達される、または仕様に規定することができる。
少なくともいくつかの実施形態では、同一値をＭ１、Ｍ２、Ｍ３、およびＭ４に対して使
用することができる、または異なる値を使用することができる。図１９では、単一キャリ
アのみ構成される場合、検索空間サイズおよびＰＤＣＣＨ候補の数は、Ｒｅｌ８システム
における空間サイズおよび候補数と同じであることに留意されたい。したがって、ここで
は、再び、構成キャリアの数は、検索空間サイズおよびＰＤＣＣＨ候補の数に影響を及ぼ
す。
【００７３】
　図１０、１７、１８、および１９は、ＵＡ特異的検索空間を拡張するためのいくつかの
異なる方法を示すが、本技法はまた、共通検索空間内で伝送されるＰＤＣＣＨが、ＰＤＳ
ＣＨ／ＰＵＳＣＨが伝送されるキャリアと異なるキャリア上で伝送される場合、共通検索
空間にも適用することができる。
【００７４】
　ＰＤＳＣＨ伝送に対するキャリアの数およびＰＵＳＣＨ伝送に対するキャリアの数は、
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ｅＮＢ構成に応じて、異なり得る。この場合、Ｎは、より大きな数のキャリアであること
ができる。
【００７５】
　別の実施形態では、図２０を参照すると、第１のセットのＰＤＣＣＨ候補サイズ（Ａ１
、Ａ２、Ａ３、およびＡ４）は、単一キャリア動作（Ｎ＝ｌ）に対して使用されてもよく
、第２のセットのＰＤＣＣＨ候補サイズ（Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、およびＣ４）は、キャリア
アグリゲーションに対して使用されてもよく、第２のセットのＰＤＣＣＨ候補サイズ（Ｃ
１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４）は、第１のセットのＰＤＣＣＨ候補サイズ（Ａ１、Ａ２、Ａ３、
Ａ４）を含む、関数と、キャリア（Ｎ）の数－１によって乗算される、スケーリングパラ
メータ（Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、およびＢ４）を使用して、定義される。少なくともいくつか
の実施形態では、第１のセットのＰＤＣＣＨ候補サイズ（すなわち、Ａ１、Ａ２、Ａ３、
Ａ４）は、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８において使用されるものに等しい。
【００７６】
　本方式はさらに、単一セットのＰＤＣＣＨ候補が、特定のセットのキャリアに非均一に
寄与され得るように、一般化されてもよい。例えば、２つのキャリアに対して、一方のキ
ャリアは、６つのＰＤＣＣＨ候補が配分されてもよく、他方のキャリアは、３つのＰＤＣ
ＣＨ候補が配分されてもよい。代替として、式は、特定のアグリゲーションレベルに対す
るＰＤＣＣＨ候補の場所が、各キャリアに対してランダムであるように、採用されてもよ
い。これは、例えば、キャリアインデックスフィールドを３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１３、
ｖ８．６．０（２００９年３月）において見出される式に追加することによって、実装さ
れてもよい。
【００７７】
　ある場合には、ＰＤＣＣＨのサイズに応じて、２つ以上のキャリアに対するＰＤＣＣＨ
候補が、衝突する可能性があり得る。その場合、ＰＤＣＣＨ候補は、特定のキャリア、例
えば、最低キャリアインデックス（例えば、アンカキャリア）を伴うキャリアに配分され
てもよい。
【００７８】
　ある場合には、検索空間サイズおよびＰＤＣＣＨ候補の数は、あるキャリアの数まで、
キャリアの数に伴って増加し、次いで、より多くのキャリアが追加されるのに伴って、一
定値を維持する。例えば、それぞれ、１、２、３、４、５つのキャリアに対して、Ｎ＝１
とすると、ＰＤＣＣＨ候補の数は、６、１０、１４、１８、１８となり得る。この場合、
付加的ＰＤＣＣＨ候補は、４つと５つのキャリア間の遷移において使用されない。
【００７９】
　本システムの前述の実施形態は、別個または組み合わせて、実装されてもよい。
【００８０】
　（解決策５）
　本システムのいくつかの実装では、アンカキャリアのＣ－ＲＮＴＩまたは各ＵＡのＲＮ
ＴＩを使用して、ＵＥ特異的検索空間内のキャリア間のＰＤＣＣＨ候補の配分を判定して
もよい。以下の実施例では、検索空間は、Ｒｅｌ－８に対して、同一サイズまたは拡張さ
れてもよい。
【００８１】
　複数のＲＮＴＩが、ＵＡに割り当てられてもよく、１つのＲＮＴＩが、各キャリアに対
して割り当てられる。例えば、２つのキャリアを使用するシステムに対して、ＵＡ１０は
、第１のキャリアと関連付けられた第１のＲＮＴＩおよび第２のキャリアと関連付けられ
た第２のＲＮＴＩが割り当てられてもよい。アクセスデバイスが、第２のキャリア上のリ
ソースを第１のＵＡに配分することを所望する場合、アクセスデバイスは、ＤＣＩ制御メ
ッセージをエンコードする時、ＵＡの第２のＲＮＴＩを使用する。同様に、アクセスデバ
イス１２が、第１のキャリア上のリソースをＵＡ１０に配分することを所望する場合、ア
クセスデバイス１２は、ＤＣＩ制御メッセージをエンコードする時、ＵＡの第１のＲＮＴ
Ｉを使用する。したがって、ＵＡは、両ＲＮＴＩを使用して、メッセージをデコードしよ
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うとすることによって、どのキャリアに、制御メッセージが、サービスを配分するかを判
定することができる。制御メッセージを正常にデコードするＲＮＴＩの数は、ＵＡに、制
御メッセージがリソースを配分するキャリアを通知する。
【００８２】
　例えば、ＰＤＣＣＨ候補を受信後、各ＵＡは、候補のブラインドデコーディングを試み
てもよい。ブラインドデコーディング後、ＰＤＣＣＨ候補のＣＲＣスクラブリングが、Ｕ
Ａの割り当てられたＲＮＴＩ値のすべてに対して比較される。ＲＮＴＩのうちの１つが、
ＰＤＣＣＨ候補を正常に逆スクランブルするために使用することができる場合、逆スクラ
ンブルを行うために使用されるＲＮＴＩは、ＰＤＣＣＨ候補のＤＣＩ制御メッセージと関
連付けられた特定のキャリアを識別する。代替として、異なるＣＲＣマスクが、各キャリ
アに対して使用され、類似機能性を達成してもよい。
【００８３】
　別の実装では、ＰＤＣＣＨ候補内の変調シンボルまたはリソース要素群（ＲＥＧ）は、
どのキャリアに、ＰＤＣＣＨ候補が、リソースを割り当てるかの表示として、回転されて
もよい（または別様にその順序を変動させる）。例えば、特定のＰＤＣＣＨ候補に対して
、対数尤度比（ＬＬＲ）を生成後、ＵＡ１０は、標準的アプローチ（および、ＲＥＧの標
準的構成）を使用して、ＰＤＣＣＨ候補をブラインドデコードしようと試みる。
【００８４】
　デコーディングが成功する場合、ＰＤＣＣＨ候補は、キャリアｆ１に配分される。デコ
ーディングが失敗する場合、ＵＡ１０は、ＲＥＧのＬＬＲ（変調シンボルに対応する）を
所定のアルゴリズムに対して代替順序に適宜シャッフルし、ブラインドデコーディングを
再び試みるように構成される。第１の代替順序付けを使用するブラインドデコーディング
が作用する場合、ＰＤＣＣＨ候補は、キャリアｆ２に配分される。シャフリングアルゴリ
ズムは、２回、３回、または４回、実装され、例えば、第３、第４、および第５のキャリ
アを識別してもよい。本実施例では、標準的順序およびＬＬＲに対する任意の所定の代替
順序付けは、異なるキャリアに対応する。ある場合には、２つ以上の異なる順序付け構成
が、ＲＥＧに対して定義され、ＲＥＧ順序付けに、２つ以上のキャリアのうちの１つに対
するＰＤＣＣＨ候補の配分を示させてもよい。
【００８５】
　実施例として、図１１ａ－１１ｃは、ＲＥＧの並べ替えを例証しており、ＲＥＧ順序付
けを使用して、ＰＤＣＣＨ候補と関連付けられたキャリア間で区別してもよい。図１１ａ
は、アグリゲーションレベル１に対して定義され得る、ＲＥＧを例証する。図１１ｂは、
キャリアｆ１を識別するための図１１ａのＲＥＧの例示的順序を例証する。図１１ｃは、
キャリアｆ２を識別するための図１１ａのＲＥＧの例示的順序を例証する。アグリゲーシ
ョンレベル１では、９つのＲＥＧ（図１１ａに示されるように）を使用して、次いで、ブ
ラインドデコードされ、有効ＤＣＩ制御メッセージが存在するかどうか判定され得る、１
つのＣＣＥを構築してもよい。第１のＲＥＧ順序付けは、キャリアｆ１に対して使用され
る。ＰＤＣＣＨ候補のブラインドデコーディングが、図１１ｂの順序付けを使用して、成
功する場合、ＵＡ１０は、ＰＤＣＣＨ候補が、キャリアｆ１に配分されると判定する。し
かしながら、ブラインドデコーディングが失敗する場合、ＲＥＧは、図１１ｃに従って、
並び替えられてもよく、第２のブラインドデコーディングは、ＵＡによって試みられても
よい。ブラインドデコーディングが成功する場合、ＵＡ１０は、ＰＤＣＣＨ候補が、キャ
リアｆ２に配分されると判定する。しかしながら、ブラインドデコーディングがまた、不
成功の場合、ＵＡ１０は、ＰＤＣＣＨ候補が無効（例えば、別のＵＡに配分される）であ
る、または別のキャリアに配分されると判定してもよい。
【００８６】
　図１１ｂおよび１１ｃでは、個々のＲＥＧの逆が、キャリアｆ２に配分されたＰＤＣＣ
Ｈ候補をキャリアｆ１に配分されたものと区別するために使用される。しかしながら、他
の実装では、他の並べ替えアルゴリズムが、実装されてもよい。一実施例では、各ＲＥＧ
内の個々のリソース要素または変調シンボルは、異なるキャリアを暗黙的に信号伝達する
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ように並び替えられる。例えば、ＲＥＧ内の特異的数または数の組み合わせの位置が、キ
ャリアを示してもよい。
【００８７】
　代替として、アグリゲーションレベル１より高いアグリゲーションレベルに対して、潜
在的ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの順序付けは、ＰＤＣＣＨ候補が配分されるキャリ
アを示す、その順序付けに伴って変動され得る。そのようなアプローチの実施例は、図１
２に示される。図１２は、アグリゲーションレベル２、４、および８における、キャリア
ｆ１およびｆ２のそれぞれに対するＰＤＣＣＨ候補の例示的構造を示す。
【００８８】
　各潜在的ＰＤＣＣＨ候補に対して、現在指定されている順序付けにおいてアグリゲート
されたＣＣＥブラインドデコーディング（例えば、ＬＴＥ仕様に従って）が、最初に試み
られる。ブラインドデコーディングが成功する場合、ＰＤＣＣＨ候補が、キャリアｆ１に
配分されることが示されてもよい。ブラインドデコーディングが失敗する場合、ＣＣＥは
、並び替えられ（図１２は、現在のアグリゲーションレベルの量の半分のＣＣＥの回転を
例証するが、他のＣＣＥの並べ替えもまた、可能であってもよい）、第２のブラインドデ
コーディングが行われる。本ブラインドデコーディングが成功する場合、ＰＤＣＣＨ候補
が、キャリアｆ２に配分されることが示されてもよい。本アプローチは、複数のＣＣＥが
、ＰＤＣＣＨ候補を構築するために使用されることを要求するため、アグリゲーションレ
ベルＡＬ１に対して作用しないであろう。
【００８９】
　したがって、図１２では、ＡＬ２およびキャリアｆ１において、ＣＣＥ０および１は、
０の後に１が続く、従来の順序において処理される。デコーディングが成功する場合、Ｄ
ＣＩメッセージは、キャリアｆ１に対応する。ＵＡ１０はまた、１の後に０が続く、逆の
順序において、ＣＣＥのデコードを試み、正常デコーディングは、キャリアｆ２に対応す
るＤＣＩメッセージをもたらす。ＵＡ１０はまた、レベルＡＬ４において、ＣＣＥ０、１
、２、および３を、キャリアｆ１に対しては、従来の順序で、デコードすることを試み、
キャリアｆ２に対しては、順序２、３、０、１で、デコードすることを試み、そして、レ
ベルＡＬ８において、ＣＣＥ０、１、２、３、４、５、６、および７を、キャリアｆ１に
対しては、従来の順序で、デコードすることを試み、キャリアｆ２に対しては、順序４、
５、６、７、０、１、２、および３で、デコードすることを試みる。
【００９０】
　最後に、予備ビットが、既存のＤＣＩ形式において使用されてもよく、または１つ以上
の既存のＤＣＩ形式フィールドの定義が、ＤＣＩ制御メッセージに、どのキャリアに、グ
ラントが対応するかを明示的に示させるように変更されてもよい。
【００９１】
　本システムは、マルチキャリア制御構造を提供し、１つのキャリア上のＰＤＣＣＨは、
２つ以上のキャリア間にリソースを配分する、ＰＤＣＣＨ候補を含んでもよい。一実装で
は、本システムは、既存のＲｅｌ－８ＤＣＩ制御メッセージ形式への修正を要求せず、既
存のＲｅｌ－８ＤＣＩ形式の長さを変化させない。
【００９２】
　今後、ＬＴＥ－Ａでは、例えば、既存のＤＣＩ形式に加え、新しいＤＣＩ形式が、新し
い特徴（例えば、８ｘ８ＭＩＭＯおよびＣｏＭＰ）をサポートするために提案されてもよ
い。したがって、明示的ビットが、任意の新しいＤＣＩ形式に追加され、キャリアを信号
伝達してもよい。たとえそうであっても、依然として、本システムに説明されるように、
キャリアの暗黙的ＰＤＣＣＨ配分を実装することは、有益であり得る。第１に、送信ダイ
バーシチおよび開ループＳＭ等のＲｅｌ－８モードは、依然として、ＬＴＥ－Ａシステム
における高移動性ＵＡに対するフォールバックモードまたは伝送モードとして、見なされ
てもよい。故に、形式１Ａ等の対応するＲｅｌ－８ＤＣＩ形式は、依然として、そのよう
なシステムにおいて使用されてもよい。第２に、キャリアを識別するための明示的ビット
、例えば、３ビットが、新しいＤＣＩ形式において定義される場合、任意のそのようなビ
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ットは、常に、伝送される必要があり、多くの場合、２つのキャリアのみアグリゲートさ
れる時、またはキャリアアグリゲーションが存在しない時、無駄となり得る。その場合、
明示的ビットが、例えば、０－３ビットと変動する場合、そのような実装は、ブラインド
デコーディングを増加させ得る。対照的に、任意のそのような明示的ビットの数が、異な
るキャリアアグリゲーション展開に対して、半静的に指定される場合、ＤＣＩ形式の変動
の数は、実質的に増加し得る。
【００９３】
　（他の解決策）
　いくつかの実施形態では、構成キャリアのセットは、実際のデータ伝送および受信のた
めに使用されるキャリアのセットである。いくつかの実施形態では、キャリアは、構成さ
れるが、アクティブ化されなくてもよい。この目的を達成するために、ある場合には、Ｕ
Ａが、複数のキャリアを使用するように構成された後、構成キャリアは、アクセスデバイ
スからＵＡにアクティブ化信号を送信することによって（すなわち、ＭＡＣ信号伝達また
は物理信号伝達を介して）、アクティブ化または非アクティブ化することができる。アク
ティブ化信号が、ＵＡによって受信されない（すなわち、アクティブ化／非アクティブ化
が適用されない）少なくともいくつかの実施形態では、構成キャリアは、常に、アクティ
ブ化される（すなわち、デフォルトは、キャリアがアクティブである）。アクティブ化／
非アクティブ化の主要目的は、実際のデータアクティビティに基づいて、ＵＡ伝送／受信
をより頻繁にオン／オフにすることであって、これは、ＵＡバッテリ電力を節約する。Ｍ
ＡＣ信号伝達または物理信号伝達は、ＲＲＣ信号伝達より高速であって、したがって、よ
り最適化される。それでもなお、ＲＲＣ信号伝達が、ある場合には、使用されてもよい。
【００９４】
　図２１は、アクティブ化信号に基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラントを識
別するための例示的方法２１００を示す、流れ図である。例示的方法２１００は、ＵＡ１
０において行うことができる。プロセスは、ステップ２１１０から開始する。ステップ２
１２０では、アクティブ化信号が、ＵＡ１０において受信され、複数の構成キャリアが、
データ伝送のために使用されてもよい。いくつかの実施形態では、アクティブ化信号は、
ＭＡＣ信号伝達または物理信号伝達に含むことができる。ステップ２１３０では、アクテ
ィブ化信号は、複数のキャリアのアクティブキャリアおよび／または非アクティブ化キャ
リアを識別するためにデコードされる。決定ステップ２１４０では、ＵＡ１０は、構成キ
ャリアの中からキャリアが、アクティブであるかどうかを決定する。キャリアが非アクテ
ィブ化されている場合、少なくともいくつかの実施形態では、ＵＡ１０は、ＰＤＳＣＨま
たはＰＵＳＣＨリソースが、非アクティブ化キャリア上にスケジューリングされないため
、非アクティブ化キャリアに配分されたＰＤＣＣＨ候補を監視しないであろう。ＵＡは、
非アクティブ化キャリアと関連付けられたＣＣＥサブセット候補を無視し、ステップ２１
１０に戻ることができる。キャリアが、アクティブである場合、ＵＡ１０は、ステップ２
１５０に進み、いくつかのＣＣＥサブセット候補が、デコードするために識別される。２
１６０では、識別された数に至るまでの数のＣＣＥサブセット候補が、リソースグラント
を識別するためにデコードされる。
【００９５】
　対合されたＤＬおよびＵＬキャリアが、ＵＬおよびＤＬに対して、異なるステータスを
有する（すなわち、ＤＬキャリアは、非アクティブ化されているが、リンクされたＵＬキ
ャリアは、アクティブ化されている、またはその逆である）時、ＵＡは、依然として、Ｄ
ＬキャリアまたはＵＬキャリアにリンクされたＰＤＣＣＨ候補を監視するようにプログラ
ムすることができる。その結果、ＰＤＣＣＨ候補の総数は、アクティブ化されたキャリア
の数の関数として、増加し得る。言い換えると、図１７および１８に示される表中のＮは
、アクティブ化されたキャリアの数として、定義することができる。ＤＬおよびＵＬキャ
リアが、独立して、アクティブ化／非アクティブ化されている場合、Ｎは、アクティブ化
されたＤＬキャリアの数およびアクティブ化されたＵＬキャリアの数の最大値であり得る
。
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【００９６】
　ＤＣＩ０のみ、ＵＬグラントに対して使用されるため、ＵＬキャリアがアクティブ化さ
れると、対応する対合されたＤＬキャリアは、非アクティブ化される。少なくともいくつ
かの実施形態では、少なくとも１つのキャリアが、ステップ２１４０において、アクティ
ブであると識別されると、ＵＡ１０は、随意の決定ステップ２１４５に進み、ＵＬキャリ
アが、アクティブであるが、対合されたＤＬキャリアが、アクティブでないかどうか判定
することができる。そうである場合、ＵＡは、随意のステップ２１５５において、ＤＣＩ
０形式サイズに対してのみ、ブラインドデコーディングを行うようにプログラムされても
よく、これは、必要とされるブラインドデコーディングの数を半分に減少させるであろう
。そうでなければ、ＵＥは、２１５０において、すべての関連付けられたＤＣＩ形式に対
して、ブラインドデコーディングを行い、ＣＣＥサブセット候補を識別してもよい。
【００９７】
　複数の構成要素キャリアに対する検索空間の設計に応じて、ＣＣＥ場所の観点から、Ｐ
ＤＣＣＨ候補が、２つ以上のキャリアに対して重複することが可能であってもよい。前述
のように、本問題に対する解決策の１つは、重複の場合、１つのキャリアにのみ対応する
ように、ＰＤＣＣＨ候補を定義することである。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、第１のキャリアに対するＰＤＣＣＨ候補が、第２のキャリア
に対するＰＤＣＣＨ候補と重複する時、ＤＣＩ制御メッセージは、どのキャリアに、ＰＤ
ＣＣＨ候補が属するかを示す、キャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）を含むように
修正されてもよい。例えば、いくつかの実施形態では、ＣＩＦは、３ビットであってもよ
く、ＣＩＦの各値は、特定のキャリアに対応する。
【００９９】
　図２２Ａは、キャリア識別フィールドに基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラ
ントを識別するための例示的方法２２２０Ａを示す、流れ図である。例示的方法２２２０
Ａは、複数のキャリア能力を有する、ＵＡにおいて行うことができる。プロセスは、ステ
ップ２２１０から開始する。ステップ２２２０では、ＵＡは、複数のキャリアの中から、
各キャリアに対して、ＰＤＣＣＨ候補（または、ＣＣＥサブセット候補）の場所を判定す
る。ＰＤＣＣＨ候補の場所はまた、伝送前に、アクセスデバイスによって、各キャリアに
対して判定することができることを理解されたい。ステップ２２３０では、ＰＤＣＣＨか
らの情報が、ＵＡにおいて受信され、情報は、ＤＣＩメッセージを含む。２２４０では、
ＰＤＣＣＨ上で伝送される１つ以上のＣＣＥサブセット候補が、ＵＡによって識別される
。決定ステップ２２５０Ａでは、識別された１つ以上のＣＣＥサブセット候補に対して、
ＵＡは、ＣＣＥサブセット候補のそれぞれが、１つのキャリアのみに対応するかどうか判
定する。そうではない場合、すなわち、単一ＰＤＣＣＨ候補が、２つ以上のキャリアに対
応する場合、ＵＡは、ステップ２２７０Ａにおいて、ＤＣＩメッセージ内のＣＩＦを識別
することによって、ＤＣＩメッセージをデコードする。ＣＣＥサブセット候補が、２つ以
上のキャリアに対応する場合、アクセスデバイスは、ＣＩＦを含む、ＤＣＩ制御メッセー
ジを伝送することができ、ＣＩＦは、ＰＵＳＣＨ／ＰＤＳＣＨに対応するキャリアを示す
ことを理解されるであろう。ステップ２２８０Ａでは、ＵＡは、ＣＩＦを使用して、識別
されたＣＣＥサブセット候補のそれぞれと関連付けられたキャリアを識別する。単一ＰＤ
ＣＣＨ候補のみ、１つのキャリアに対応する場合、プロセス２２００Ａは、ステップ２２
６０Ａに進み、ＵＡ１０は、ＣＩＦが含まれないことを前提として、ＤＣＩ制御メッセー
ジをデコードし、ＰＤＣＣＨ候補の場所を使用して、ＰＵＳＣＨ／ＰＤＳＣＨを暗黙的に
判定する。そのような場合、アクセスデバイスは、ＣＩＦを含まないＤＣＩ制御メッセー
ジを伝送し、ＰＤＣＣＨ候補の場所が、ＰＵＳＣＨ／ＰＤＳＣＨに暗黙的に対応すること
を理解されたい。
【０１００】
　図２２Ｂは、特異的アグリゲーションレベルに対応する各ＤＣＩメッセージ内のキャリ
ア識別フィールドＴ￥ＣＩＦ）に基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラントを識
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別するための例示的方法２２００Ｂを示す、流れ図である。方法２２００Ｂは、複数のキ
ャリア能力を有する、ＵＡ１０において行うことができる。方法２２００Ｂのステップ２
２１０、２２２０、２２３０、および２２４０は、実質的に、方法２２００Ａで行われる
、最初の４つのステップに類似する。決定ステップ２２５０Ｂでは、ＵＥは、特異的アグ
リゲーションレベルにおける少なくとも１つのＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリア
のみに対応するかどうか、または言い換えると、特定のアグリゲーションレベルにおいて
、少なくとも１つのＰＤＣＣＨ候補に対する重複が存在しないかどうかを決定する。特異
的アグリゲーションレベルにおける少なくとも１つのＣＣＥサブセット候補が、１つのキ
ャリアのみに対応する場合、ステップ２２６０Ｂにおいて、ＵＡ１０は、ＣＩＦを識別す
ることなく、サブフレームに対する特異的アグリゲーションレベルにおいて、ＣＣＥサブ
セット候補と関連付けられたキャリアを識別してもよい。そうでなければ、ＣＩＦは、特
異的サブフレームにおいて伝送される特定のアグリゲーションレベルに対して、すべての
ＤＣＩ制御メッセージに含まれる。故に、プロセスは、ステップ２２７０Ｂに進み、ＵＡ
１０は、サブフレームに対するＣＩＦを識別することによって、特異的アグリゲーション
レベルに対応するＤＣＩメッセージをデコードする。ステップ２２８０Ｂでは、ＵＡは、
識別されたＣＩＦを使用して、ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリアを識別す
る。
【０１０１】
　図２２Ｃは、すべてのアグリゲーションレベルに対応する各ＤＣＩメッセージ内のＣＩ
Ｆに基づいて、１つ以上のキャリアのリソースグラントを識別するための例示的方法２２
００Ｃを示す、流れ図である。方法２２００Ｃは、複数のキャリア能力を有する、ＵＡ１
０において行うことができる。方法２２００Ｂのステップ２２１０、２２２０、２２３０
、および２２４０は、実質的に、方法２２００Ａ－Ｂで行われる、最初の４つのステップ
に類似する。決定ステップ２２５０Ｃでは、ＵＥは、任意のアグリゲーションレベルにお
ける少なくとも１つのＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリアのみに対応する、または
言い換えると、任意のアグリゲーションレベルにおいて、少なくとも１つのＰＤＣＣＨ候
補に対して、重複が存在しないかどうかを決定する。任意のアグリゲーションレベルにお
ける少なくとも１つのＣＣＥサブセット候補が、１つのキャリアのみに対応する場合、ス
テップ２２６０Ｃでは、ＵＡは、任意のＣＩＦを識別することなく、サブフレームに対す
るすべてのアグリゲーションレベルにおいて、ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキ
ャリアを識別してもよい。そうでなければ、ＣＩＦは、特異的サブフレームにおいて伝送
される任意のアグリゲーションレベルに対して、すべてのＤＣＩ制御メッセージに含まれ
る。故に、プロセスは、ステップ２２７０Ｃに進み、ＵＡ１０は、サブフレームに対する
各ＤＣＩメッセージ内のＣＩＦを識別することによって、すべてのアグリゲーションレベ
ルにおいて、ＤＣＩメッセージをデコードする。ステップ２２８０Ｃでは、ＵＡ１０は、
識別されたＣＩＦを使用して、ＣＣＥサブセット候補と関連付けられたキャリアを識別す
る。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、ＣＩＦの含有は、ＵＡ１０特異的検索空間に有意に適用する
ことができる。そのような方式によって、どのキャリアに、ＰＤＣＣＨ候補が属するかに
関して曖昧性が存在する時のみ、ＤＣＩ制御メッセージに含まれることが可能となる。こ
れは、ＣＩＦが、常に、ＤＣＩ制御メッセージに含まれ、検索空間をキャリア間で完全に
共有させる方式、ＣＩＦが、ＤＣＩ制御メッセージに決して含まれない方式と比較して、
制御チャネルオーバーヘッドを低減させる。
【０１０３】
　図１３は、ＵＡ１０の実施形態を含む、無線通信システムを例証する。ＵＡ１０は、本
開示の側面を実装するために動作可能であるが、本開示は、これらの実装に限定されるべ
きではない。携帯電話として例証されるが、ＵＡ１０は、無線ハンドセット、ポケベル、
形態情報端末（ＰＤＡ）、ポータブルコンピュータ、タブレットコンピュータ、ラップト
ップコンピュータを含む、種々の形態をとってもよい。多くの好適なデバイスは、これら
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の機能のうちのいくつかはまた全てを組み合わせる。本開示のいくつかの実施形態では、
ＵＡ１０は、ポータブル、ラップトップ、またはタブレットコンピュータのような汎用コ
ンピューティングデバイスではなく、むしろ、携帯電話、無線ハンドセット、ポケットベ
ル、ＰＤＡ、または車載電気通信デバイス等の専用通信デバイスである。ＵＡ１０はまた
、デスクトップコンピュータ、セットトップボックス、またはネットワークノード等、類
似能力を有するが、可搬性ではない、デバイスである、デバイスを含む、またはその中に
含まれてもよい。ＵＡ１０は、ゲーム、在庫管理、ジョブ制御、および／またはタスク管
理機能等の特殊活動を支援してもよい。
【０１０４】
　ＵＡ１０は、ディスプレイ７０２を含む。ＵＡ１０はまた、ユーザによる入力のために
、概して７０４と称されるタッチセンサ式表面、キーボード、または他の入力キーを含む
。キーボードは、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、および逐次タイプ等の、
完全または縮小英数字キーボード、または電話キーパッドと関連するアルファベット文字
を伴う従来の数字キーパッドであってもよい。入力キーは、さらなる入力機能を提供する
ように内向きに押下され得る、トラックホイール、終了またはエスケープキー、トラック
ボール、および他のナビゲーションまたは機能キーを含んでもよい。ＵＡ１０は、ユーザ
が選択するためのオプション、ユーザが作動させるための制御、および／またはユーザが
指図するためのカーソルまたは他のインジケータを提示してもよい。
【０１０５】
　ＵＡ１０はさらに、ダイヤルする番号、またはＵＡ１０の動作を構成するための種々の
パラメータを含む、ユーザからのデータ入力を受け取ってもよい。ＵＡ１０はさらに、ユ
ーザコマンドに応答して、１つ以上のソフトウェアまたはファームウェアアプリケーショ
ンを実行してもよい。これらのアプリケーションは、ユーザ対話に応答して種々のカスタ
マイズされた機能を果たすようにＵＡ１０を構成してもよい。加えて、ＵＡ１０は、例え
ば、無線基地局、無線アクセスポイント、またはピアＵＡ１０から、無線でプログラムお
よび／または構成されてもよい。
【０１０６】
　ＵＡ１０によって実行可能な種々のアプリケーションの中には、ディスプレイ７０２が
ウェブページを表示することを可能にするウェブブラウザがある。ウェブページは、無線
ネットワークアクセスノード、携帯電話の基地局、ピアＵＡ１０、または任意の他の無線
通信ネットワークあるいはシステム７００との無線通信を介して、取得されてもよい。ネ
ットワーク７００は、インターネット等の有線ネットワーク７０８に連結される。無線リ
ンクおよび有線ネットワークを介して、ＵＡ１０は、サーバ７１０等の種々のサーバ上の
情報にアクセスできる。サーバ７１０は、ディスプレイ７０２上に示されてもよいコンテ
ンツを提供してもよい。代替として、ＵＡ１０は、リレー型またはホップ型の接続で、仲
介の役割を果たすピアＵＡ１０を通してネットワーク７００にアクセスしてもよい。
【０１０７】
　図１４は、ＵＡ１０のブロック図を示す。ＵＡ１１０の種々の既知の構成要素が描写さ
れているが、実施形態では、記載された構成要素および／または記載されていない付加的
な構成要素の一部が、ＵＡ１０に含まれてもよい。ＵＡ１０は、デジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）８０２と、メモリ８０４とを含む。示されるように、ＵＡ１０はさらに、アン
テナおよびフロントエンドユニット８０６と、無線周波数（ＲＦ）送受信機８０８と、ア
ナログベースバンド処理ユニット８１０と、マイクロホン８１２と、イヤホンスピーカ８
１４と、ヘッドセットポート８１６と、入力／出力インターフェース８１８と、可撤性メ
モリカード８２０と、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート８２２と、短距離無線
通信サブシステム８２４と、アラート８２６と、キーパッド８２８と、タッチセンサ式表
面を含んでもよい液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）８３０と、ＬＣＤコントローラ８３２と、
電荷結合素子（ＣＣＤ）カメラ８３４と、カメラコントローラ８３６と、グローバルポジ
ショニングシステム（ＧＰＳ）センサ８３８とを含んでもよい。実施形態では、ＵＡ１０
は、タッチセンサ式画面を提供しない、別の種類のディスプレイを含んでもよい。実施形
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態では、ＤＳＰ８０２は、入力／出力インターフェース８１８を通過せずに、メモリ８０
４と直接通信してもよい。
【０１０８】
　ＤＳＰ８０２または何らかの他の形態のコントローラあるいは中央処理ユニットは、メ
モリ８０４に記憶された、またはＤＳＰ８０２自体内に含有されるメモリに記憶された、
内蔵ソフトウェアまたはファームウェアに従って、ＵＡ１０の種々の構成要素を制御する
ように動作する。内蔵ソフトウェアまたはファームウェアに加えて、ＤＳＰ８０２は、メ
モリ８０４に記憶された、または、可撤性メモリカード８２０のような携帯用データ記憶
媒体等の情報担体媒体を介して、あるいは有線または無線ネットワーク通信を介して利用
可能となった、他のアプリケーションを実行してもよい。アプリケーションソフトウェア
は、所望の機能性を提供するようにＤＳＰ８０２を構成する、コンパイルされた機械可読
命令のセットを備えてもよく、または、アプリケーションソフトウェアは、ＤＳＰ８０２
を間接的に構成するようにインタープリタまたはコンパイラによって処理される、高次ソ
フトウェア命令であってもよい。
【０１０９】
　アンテナおよびフロントエンドユニット８０６は、無線信号と電気信号との間で変換す
るように提供されてもよく、ＵＡ１０が、セルラーネットワークまたは何らかの他の利用
可能な無線通信ネットワークから、あるいはピアＵＡ１０から、情報を送受信することを
可能にする。実施形態では、アンテナおよびフロントエンドユニット８０６は、ビーム形
成および／または多重入出力（ＭＩＭＯ）動作を支援するように、複数のアンテナを含ん
でもよい。当業者に公知であるように、ＭＩＭＯ動作は、困難なチャネル条件を克服する
、および／またはチャネルスループットを増加させるために使用することができる、空間
的多様性を提供してもよい。アンテナおよびフロントエンドユニット８０６は、アンテナ
同調および／またはインピーダンス整合構成要素、ＲＦ電力増幅器、および／または低雑
音増幅器を含んでもよい。
【０１１０】
　ＲＦ送受信機８０８は、周波数偏移を提供し、受信したＲＦ信号をベースバンドに変換
し、ベースバンド伝送信号をＲＦに変換する。いくつかの説明では、無線送受信機または
ＲＦ送受信機は、変調／復調、符号化／復号、インターリービング／デインタリービング
、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、周期
的接頭辞添付／除去、および他の信号処理機能等の、他の信号処理機能性を含むと理解さ
れてもよい。簡単にする目的で、ここでの説明は、ＲＦおよび／または無線段階から、こ
の信号処理の説明を分離し、その信号処理を、アナログベースバンド処理ユニット８１０
および／またはＤＳＰ８０２あるいは他の中央処理ユニットに概念的に割り当てる。いく
つかの実施形態では、ＲＦ送受信機８０８、アンテナおよびフロントエンド８０６の複数
部分、およびアナログベースバンド処理ユニット８１０が、１つ以上の処理ユニットおよ
び／または特定アプリケーション向け集積回路（ＡＳＩＣ）に組み入れられてもよい。
【０１１１】
　アナログベースバンド処理ユニット８１０は、入力および出力の種々のアナログ処理、
例えば、マイクロホン８１２およびヘッドセット８１６からの入力ならびにイヤホン８１
４およびヘッドセット８１６への出力のアナログ処理を提供してもよい。そのためには、
アナログベースバンド処理ユニット８１０は、ＵＡ１０が携帯電話として使用されること
を可能にする、内蔵マイクロホン８１２およびイヤホンスピーカ８１４に接続するための
ポートを有してもよい。アナログベースバンド処理ユニット８１０はさらに、ヘッドセッ
トまたは他のハンズフリーマイクロホンおよびスピーカ構成に接続するためのポートを含
んでもよい。アナログベースバンド処理ユニット８１０は、１つの信号方向にデジタル・
アナログ変換を、反対の信号方向にアナログ・デジタル変換を提供してもよい。いくつか
の実施形態では、アナログベースバンド処理ユニット８１０の機能性の少なくとも一部が
、デジタル処理構成要素によって、例えば、ＤＳＰ８０２によって、または他の中央処理
ユニットによって提供されてもよい。
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【０１１２】
　ＤＳＰ８０２は、変調／復調、符号化／復号、インターリービング／デインタリービン
グ、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、周
期的接頭辞添付／除去、および無線通信と関連する他の信号処理機能を行ってもよい。実
施形態では、例えば、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）技術用途において、伝送器機能
のために、ＤＳＰ８０２は、変調、符号化、インターリービング、および拡散を行っても
よく、受信機機能のために、ＤＳＰ８０２は、逆拡散、デインタリービング、復号、およ
び復調を行ってもよい。別の実施形態では、例えば、直交周波数分割多重アクセス（ＯＦ
ＤＭＡ）技術用途において、伝送器機能のために、ＤＳＰ８０２は、変調、符号化、イン
ターリービング、逆高速フーリエ変換、および周期的接頭辞添付を行ってもよく、受信機
機能のために、ＤＳＰ８０２は、周期的接頭辞除去、高速フーリエ変換、デインタリービ
ング、復号、および復調を行ってもよい。他の無線技術用途では、さらに他の信号処理機
能、および信号処理機能の組み合わせが、ＤＳＰ８０２によって行われてもよい。
【０１１３】
　ＤＳＰ８０２は、アナログベースバンド処理ユニット８１０を介して無線ネットワーク
と通信してもよい。いくつかの実施形態では、通信は、インターネット接続を提供しても
よく、ユーザがインターネット上のコンテンツへのアクセスを獲得すること、および電子
メールおよびテキストメッセージを送受信することを可能にする。入力／出力インターフ
ェース８１８は、ＤＳＰ８０２ならびに種々のメモリおよびインターフェースを相互接続
する。メモリ８０４および可撤性メモリカード８２０は、ソフトウェアおよびデータを提
供して、ＤＳＰ８０２の動作を構成してもよい。インターフェースの中には、ＵＳＢイン
ターフェース８２２および短距離無線通信サブシステム８２４があってもよい。ＵＳＢイ
ンターフェース８２２は、ＵＡ１０を充電するために使用されてもよく、また、ＵＡ１０
が周辺デバイスとして機能し、パーソナルコンピュータまたは他のコンピュータシステム
と情報を交換することを可能にしてもよい。短距離無線通信サブシステム８２４は、赤外
線ポート、ブルートゥースインターフェース、ＩＥＥＥ８０２．１１準拠の無線インター
フェース、または任意の他の短距離無線通信サブシステムを含んでもよく、それによって
、ＵＡ１０が他のすぐ近くのモバイルデバイスおよび／または無線基地局と無線で通信す
ることを可能にし得る。
【０１１４】
　入力／出力インターフェース８１８はさらに、トリガされると、例えば、ベルを鳴らす
、メロディを再生する、または振動することによって、ＵＡ１０に、ユーザへ通知を提供
させる、アラート８２６にＤＳＰ８０２を接続してもよい。アラート８２６は、無音で振
動することによって、または特定の架電者に対して特定の事前に割り当てられたメロディ
を再生することによって、着信電話、新しいテキストメッセージ、および予約のリマイン
ダ等の種々のイベントのうちのいずれかをユーザに警告するための機構としての機能を果
たしてもよい。
【０１１５】
　キーパッド８２８は、インターフェース８１８を介してＤＳＰ８０２に連結し、ユーザ
が選択を行う、情報を入力する、そうでなければ、ＵＡ１０に入力を提供するための１つ
の機構を提供する。キーボード８２８は、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、
および逐次タイプ等の、完全または縮小英数字キーボード、または電話キーパッドと関連
するアルファベット文字を伴う従来の数字キーパッドであってもよい。入力キーは、さら
なる入力機能を提供するように内向きに押下され得る、トラックホイール、終了またはエ
スケープキー、トラックボール、および他のナビゲーションまたは機能キーを含んでもよ
い。別の入力機構は、タッチスクリーン能力を含み、また、ユーザにテキストおよび／ま
たはグラフィックを表示し得る、ＬＣＤ８３０であってもよい。ＬＣＤコントローラ８３
２は、ＤＳＰ８０２をＬＣＤ８３０に連結する。
【０１１６】
　ＣＣＤカメラ８３４は、装備された場合、ＵＡ１０がデジタル写真を撮ることを可能に
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する。ＤＳＰ８０２は、カメラコントローラ８３６を介してＣＣＤカメラ８３４と通信す
る。別の実施形態では、電荷結合素子カメラ以外の技術に従って動作するカメラが採用さ
れてもよい。ＧＰＳセンサ８３８は、グローバルポジショニングシステム信号を復号する
ようにＤＳＰ８０２に連結され、それにより、ＵＡ１０がその位置を判定することを可能
にする。種々の他の周辺機器もまた、付加的な機能、例えば、ラジオおよびテレビ受信を
提供するように含まれてもよい。
【０１１７】
　図１５は、ＤＳＰ８０２によって実装されてもよい、ソフトウェア環境９０２を例証す
る。ＤＳＰ８０２は、ソフトウェアの残りが作動するプラットフォームを提供する、オペ
レーティングシステムドライバ９０４を実行する。オペレーティングシステムドライバ９
０４は、ＵＡハードウェアのためのドライバに、アプリケーションソフトウェアにアクセ
ス可能な標準インターフェースを提供する。オペレーティングシステムドライバ９０４は
、ＵＡ１０上で動作するアプリケーション間の制御を伝達する、アプリケーション管理サ
ービス（「ＡＭＳ」）９０６を含む。また、図１５には、ウェブブラウザアプリケーショ
ン９０８、メディアプレーヤアプリケーション９１０、およびＪＡＶＡ（登録商標）アプ
レット９１２が示されている。ウェブブラウザアプリケーション９０８は、ウェブブラウ
ザとして動作するようにＵＡ１０を構成し、ユーザは、情報をフォームに入力し、ウェブ
ページを検索し閲覧するように、リンクを選択できる。メディアプレーヤアプリケーショ
ン９１０は、音声または視聴覚媒体を検索し再生するように、ＵＡ１０を構成する。ＪＡ
ＶＡ（登録商標）アプレット９１２は、ゲーム、ユーティリティ、および他の機能性を提
供するように、ＵＡ１０を構成する。構成要素９１４は、本明細書に記載の機能性を提供
する場合がある。
【０１１８】
　前述のＵＡ１０、アクセスデバイス１２、および他の構成要素は、前述のアクションに
関連する命令を実行可能な処理構成要素を含む場合がある。図１６は、本明細書に開示さ
れる、１つ以上の実施形態を実装するのに好適な処理構成要素１０１０を含む、システム
１０００の実施例を例証している。プロセッサ１０１０（中央プロセッサユニット（ＣＰ
ＵまたはＤＳＰ）と称される場合がある）に加えて、システム１０００は、ネットワーク
接続デバイス１０２０、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１０３０、読取専用メモリ（
ＲＯＭ）１０４０、二次記憶装置１０５０、および入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイス１０６
０を含む場合がある。ある場合には、これらの構成要素のうちのいくつかは、存在しなく
てもよいか、あるいは相互にまたは例証されない他の構成要素との種々の組み合わせで組
み合わされてもよい。これらの構成要素は、単一の物理エンティティの中、または１より
多い物理エンティティの中に位置する場合がある。プロセッサ１０１０によって行われる
ように本明細書に説明されるいずれのアクションも、プロセッサ１０１０のみによって、
あるいは図中に示される、または示されない１つ以上の構成要素と協働して、行われる場
合がある。
【０１１９】
　プロセッサ１０１０は、ネットワーク接続デバイス１０２０、ＲＡＭ１０３０、ＲＯＭ
１０４０、または二次記憶装置１０５０（ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディ
スク、または光ディスク等、種々のディスクベースのシステムを含む場合がある）からア
クセスしてもよい、命令、コード、コンピュータプログラム、あるいはスクリプトを実行
する。１つのプロセッサ１０１０のみが示されている一方で、複数のプロセッサが存在し
てもよい。それゆえ、命令が、プロセッサによって実行されていると述べられる場合があ
る一方で、命令は、同時に、順次、あるいはそうでなければ１つまたは複数のプロセッサ
によって実行されてもよい。プロセッサ１０１０は、１つ以上のＣＰＵチップとして実装
されてもよい。
【０１２０】
　ネットワーク接続デバイス１０２０は、モデム、集合モデム、イーサネット（登録商標
）デバイス、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェースデバイス、シリアル
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インターフェース、トークンリングデバイス、光ファイバ分散データインタフェース（Ｆ
ＤＤＩ）デバイス、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイス、符号分割多
重アクセス（ＣＤＭＡ）デバイス等の無線送受信機デバイス、モバイル通信用グローバル
システム（ＧＳＭ（登録商標））無線送受信機デバイス、マイクロ波のための世界規模で
の相互互換性（ＷｉＭＡＺ）デバイス、および／またはネットワークに接続するための他
の周知のデバイスの形態を取ってもよい。これらのネットワーク接続デバイス１０２０に
よって、プロセッサ１０１０が情報を受信する場合があるか、またはプロセッサ１０１０
が情報を出力する場合がある、インターネット、あるいは１つ以上の電気無線通信ネット
ワークまたは他のネットワークと、プロセッサ１０１０が通信することが可能になっても
よい。
【０１２１】
　ネットワーク接続デバイス１０２０はまた、無線周波数信号またはマイクロ波周波数信
号等、電磁波の形態でデータを無線で伝送および／または受信することができる、１つ以
上の送受信機構成要素１０２５を含む場合がある。代替として、データは、導電体の表面
の中または上を、同軸ケーブルの中を、導波管の中を、光ファイバ等の光媒体の中を、あ
るいは他の媒体の中を伝搬してもよい。送受信機構成要素１０２５は、別個の受信および
伝送ユニット、または単一の送受信機を含んでもよい。送受信機１０２５によって伝送ま
たは受信される情報は、プロセッサ１０１０によって処理されているデータ、またはプロ
セッサ１０１０によって実行されるべき命令を含んでもよい。そのような情報は、例えば
、コンピュータデータベースバンド信号、またはキャリアに統合される信号の形態で、ネ
ットワークから受信され、ネットワークに出力されてもよい。データは、データを処理ま
たは生成するか、あるいはデータを伝送または受信するかのいずれかに対して、望ましい
場合があるような、異なるシーケンスに従って順序付けられてもよい。ベースバンド信号
、キャリアに統合される信号、あるいは現在使用されるか、または今後発展する他のタイ
プの信号は、伝送媒体と称されてもよく、当業者に周知のいくつかの方法に従って生成さ
れてもよい。
【０１２２】
　ＲＡＭ１０３０は、揮発性データを記憶し、おそらくプロセッサ１０１０によって実行
される命令を記憶するように使用されてもよい。ＲＯＭ１０４０は、通常、二次記憶装置
１０５０のメモリ容量より小さいメモリ容量を有する、不揮発性メモリデバイスである。
ＲＯＭ１０４０は、命令、およびおそらく命令の実行の間に読まれるデータを記憶するよ
うに使用される場合がある。ＲＡＭ１０３０およびＲＯＭ１０４０の両方へのアクセスは
、通常、二次記憶装置１０５０より迅速である。二次記憶装置１０５０は、典型的には、
１つ以上のディスクドライブまたはテープドライブから成り、ＲＡＭ１０３０が全ての作
業用データを保持するのに十分大きくない場合、データの不揮発性記憶用に、またはオー
バーフローデータ記憶デバイスとして使用される場合がある。二次記憶装置１０５０は、
プログラムが実行用に選択される時、ＲＡＭ１０３０へロードされるプログラムを記憶す
るために使用されてもよい。
【０１２３】
　Ｉ／Ｏデバイス１０６０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、タッチスクリーンディスプ
レイ、キーボード、キーパッド、スイッチ、ダイヤル、マウス、トラックボール、音声認
識装置、カードリーダ、紙テープ読取装置、プリンタ、ビデオモニタ、または他の周知の
入力／出力デバイスを含んでもよい。また、送受信機１０２５は、ネットワーク接続デバ
イス１０２０の構成要素の代わりに、またはそれに加えて、Ｉ／Ｏデバイス１０６０の構
成要素と見なされる場合がある。Ｉ／Ｏデバイス１０６０のうちのいくつかまたは全ては
、図１３に示される、ディスプレイ７０２および入力７０４等、前に記載したＵＡ１０の
図表に描写する、種々の構成要素と実質的に類似してもよい。
【０１２４】
　以下の３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３
ＧＰＰ）Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ（ＴＳ）は、参照すること
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によって本明細書に組み込まれる：ＴＳ３６．３２１、ＴＳ３６．３３１、およびＴＳ３
６．３００、ＴＳ３６．２１１、ＴＳ３６．２１２およびＴＳ３６．２１３。
【０１２５】
　いくつかの実施形態が本開示で提供されているが、開示されたシステムおよび方法が、
本開示の精神または範囲から逸脱することなく、多くの他の特定の形態で具現化されても
よいことを理解されたい。本実施例は、制限的ではなく例証的と見なされ、本明細書で提
供される詳細に限定されることを意図しない。例えば、種々の要素または構成要素を、別
のシステムに組み入れるか、または一体化してもよく、あるいは、ある特徴を省略するか
、または実装しなくてもよい。
【０１２６】
　また、個別または別個のものとして種々の実施形態において説明および例証される技法
、システム、サブシステム、および方法は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のシ
ステム、モジュール、技法、または方法と組み合わせられる、または統合されてもよい。
連結もしくは直接連結または相互に通信するように例証または説明される他のアイテムは
、電気的、機械的、またはその他の方法かどうかにかかわらず、何らかのインターフェー
ス、デバイス、または中間構成要素を通して、間接的に連結または通信してもよい。変更
、置換、および改変の他の例は、当業者により解明可能であり、本明細書で開示される精
神および範囲から逸脱することなく行うことができる。
【０１２７】
　本開示の範囲を公に知らせるために、以下を請求する。

【図５（ａ）】

【図５（ｂ）】

【図１３】
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